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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）
SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応
します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性
能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の表

置です。

、『-~
●大容口のペルチェ素子使用

●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵
●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

-~1'1;1卿~;;·
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• DNA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティンク（アダプター発売予定）

tJt界最高の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 

.'; ●9●●'" 

-、

リセップ ゲル

¥18,500/10枚
発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレート
ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには個

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

〒113求ポ都文ii:lえ湯島4TH6番12サ湯島ハイタウンB棟IF
渾和科盛株式会社

〒227神 奈 川県横浜市粒区しらとり台 55-21 

TEL. (03)3815-404Hftl FAX. (03)3815 4048 TEL. (045)981 -0379 FAX. (045)982-0752 

〒063札幌 ,ti西区八紆 10条求 3「ll1番 28号
TEL. (011)756-182l(ftl FAX. (011)756-1763 

〒305沃城 l¥1つくば市大字 F横場字塚 J,;i227-93 
TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37ー2234
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21世紀の主役「スパー豊後牛」の作出

大分県畜産試験場

xーバ一種雄号「糸福号」
甜58年11月18日生、大分県玖珠町産

滑されたバイオ研究棟（平成8年3月）手前は「県民ふれあい広場」 産肉能力検定施設「21世紀の主役をめざし熾烈な争い」

置 .._ 
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「くじゅう山系」を望み

カッティングロールペーラによる乾草調製作



系統豚rヤマガタL」の利用と新規系統造蘭
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疇誓閾立如

系統豚 「ヤマガタ L」の雄豚

系統豚 「ヤマガタ L」の雌豚

ヤマガタ Lから生産された肉豚の枝肉形状

~T,t出-

新規に系統造成中の子豚(GI世代）
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地域社会と畜産

荒木昭雄
(AKIO 

ARAKI) 

, 1111 ::::::: 会長

|

_
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わが国の畜産は，上地との結びつきが弱いといわれている。狭い同上と限られた混地

を畜産のために利用することは困難てあったことや，作るよりも買った方が有利という

こともあり，畜産農家は碁本的に輸人飼料に依存していることは否定てきない。しかし

ながら，国内の飼料資源を最大限に活用することは， i:地利用と環境保全の上からも重

要なことてある。

農林水産統計によれば，平成 6年の作付け延べ面積は504.9万ヘクタールてあり，その

うち飼料作物の作付け面積は， 106.0ガヘクタールてある。作物別耕地利用率をみると，

稲が43.5%と最も高く，次が飼料作物の20.9%,野菜13.5%,果樹6.3%等の順になって

いる。飼料作物の作付け面柏は86%が畑地， 14%が田となっている。作付けの約8割が

牧卓てあり，肯刈りトウモロコシは約 1割， ソルゴー，青刈りえん麦等の順となってい

る。このように，畜産農家は，地域や水田転作等の条件を生かしながら土地利用を高め

る努力をしている。

上地を高度に利用した自給飼料生産を進め，家畜排せつ物は完熟堆肥化して上地に還

元することによって農地の生産力を高め，「環境を保全してこそ畜産農家は存立し得る」

との信念のもとに， コスト低減を図り高い所得を実現している経営体もある。

畜産経常にとって地域資源の有効利用は極めて重要てある。小規模な畜産農家は減少

しているが，地域との結びつきを考えれば大切な存在てある。特に，和牛の繁殖農家は

1 ~ 2頭規模が半数近く (4割）を占めている。これらの農家は畦畔や山野の草を利用

したり，稲わらや麦わらを利用するなどして地域資源の有効利用を図っており， また，

肉用牛査源確保の上からも貴重な存在となっている。

畜産塁家は，地域ては点の存在となりつつあるが， こうした点の存在を地域農業の中

に総合的に位置付けながら，地域複合農業の確立を目指すことが必要てはないだろうか。

集落において畜産と土地との結び付きを強め，全体の生産力を高めると同時に，地域

の環境保全を進め，地域社会をより豊かに発展させていくことが強く望まれる。

畜産技術 1996年 8月号 、~



特集］
はじめに

世をあげて，インターネット。

畜産関連ての概況をお伝えしようと，特集を

組みました。

（編集委員会）

情報硫／着多：
インターネット利用の現状とこれから •••北村訪

畜産におけるインターネット利用の可能性 ・・・伊藤稔

畜産試験場のインターネット •…••••和即屈彦

草地試験場のインターネット ……•••加納春平

家畜衛牛試験場のインターネット •••井上誌

斎産に関する情報提供システムについて ・・・・・・姫田 尚

岡山県のインターネットを利用した

情報提供体制につし、て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..森 尚之I 
ホームページを開設しました .. ……•柴田政点

畜産関係WWWホームペ ‘‘‘ ーソアトレス一覧 ・・・岩村祥者

インターネット利用の現状とこれから
北村賓彬 (CHIKAYOSHI KITAMURA)農林水産技術会議事務局 研究開発官

1 • 狂牛病とインターネットを巡
るtつの話

4月13日付けの日本農業新聞に『「狂牛病」

ィンターネットアクセス殺到』という記事が

載った。これは，農水省家畜衛生試験場が3

月22日にホームページ (http: //ss.niah. 

affrc.go.jp/NIAH/hoge-s.html)上に「狂牛

病」のコーナーを開設して以来， それまての

一日約三千件のアクセスが一挙に一万件を突

破した， ということを紹介したものてあった。

また 6月には日経BP社から r狂牛病のすべ

て』が出版された。これは， H経BP社のイン

ターネット情報サイト (http: / /www. 

nikkeibp.co.jp/BIO/BIO.html)て提供され

ている狂牛病に関する最新情報の中から科学

知識を厳選し，専門家の書き下ろしを加えた、

ィンターネットと書籍の出版を結合する試み

てありインター／プックと名づけた， と書か

R 祈産技術 1996年8月号

れている。

ここにあげた 2つの例は， WWW(World 

Wide Web) を利用することて世界に向けて

情報を発信することがてきるし，そのような

情報源（サイト）をうまく見つけると，必要

とする情報を得ることがてきることを示して I I 
しヽる。

もインターネット=WWW?

WWWは，国際共同研究推進のために研究

途中の情報を共有するための仕組みとして，

CERN (欧州共同粒子物理研究機構）のTim

Bemers-Leeの呼びかけて開始された国際プ

ロジェクトによって開発されたシステムてあ

る。 WWWは，情報をリンクするハイパーテ

キストという仕組みを利用しており'(i)

HTMLという文書整形やリンク先を指定す

るマークアップ言語，②インターネット上f

アクセス可能な情報の場所を指定するURL,
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即HTML文書などにアクセスしてそれらを

伍するためのHTTP, という 3つの規格か

りなっている。HTMLて書かれた文書を自分

炉ンピュータて‘見るためには，
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Mosaicや

~etscape というようなブラウザがインス

トーJVされている必要ばある （ちなみに，

拉ズとは，家畜を放牧して自由に草を食べ

させること，転じて，本などをあちこち気の

何（且に拾い読みしたり，開架式図書館て‘

卯これ本を手にとってみることなどを言

う）。遥当なプラウザがあれば，世界中に張り

；らされた情報の網 (web)の上て‘，リンクを

収々とたどることがてきる。これは丁度情報

ブ

I
d
[
h
晏

て

浦を｀航海”することを,,ネットサーフィ

ンする”といい，最近て‘‘は，

けると適当なサイトを教えてくれる検索

キーワードを入
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］ールもいくつか開発されている。たとえば，

紐どの家畜衛生試験場の狂牛病のコーナー

叫牛海綿状脳症に関連する最新情報を掲

〖している世界中の32サイトヘのリンクが張

；れている。

1994年には， 3Dデータを利用してWWW

上に複数の人が同時に探検て‘きる 3次元空間

を表現するためのVRML言語が開発された。

1995年には， Java言語とそれを用いたプラウ

舟てあるHotJavaが開発され， WWWの世界

欺々と機能が拡張されている。

書店に行くと，たいがいインターネット

3ーナーがあり，プラウザの使い方，ネット

ナーフィンの仕方といった解説本が山と積ま

れており，一つのプームとなっている。

¥VWWは，不特定多数を相手にした情報提供

叫iみてある。もちろん，アンケートをとっ

たり，意見を求めたり，

てもらって，消費者の嗜好動向を把握したり

することもてきる。これを上手に使えば

産直”のように生産者と消費者との"Web 

3. 

ネット上て投票をし

交流，都市と農村の情報交換に役立つと思わ

れる。

インターネットの歴史

ィンターネットの歴史は，アメリカ国防総

省 (DoD)が，高等研究計画局 (ARPA) を

設立したことから始まる。コンピュータ同士

を電話回線て接続することによって前線と司

令本部との情報交換を行うことがてきるが，

もし，爆撃などて‘，途中の回線が切れた場合，

前線は孤立してしまう。 DoDはARPAに対

し，接続が途中て切断されてもネットワーク

自体は機能するような仕組みの開発を依頼し，

現在インターネットの甚本的な通信規格とし

て知られているTCP/IPという 2つのプロト

コルが開発された。 ARPAに結集した研究者

によって開発されたTCP/IPによるインター

ネットの仕組みは，やがて情報科学以外の研

究者にまて広がり，電子メールを中心とした

研究者の情報交換の手段として利用されるよ

うになった。時差の壁を気にしなくてもいい，

電話のように相手がいなくてもよい，送られ

てきたメッセージを加工することがてきる，

同時に複数の相手に送信てきる，

リットによって電子メールは広く利用されて

゜

．
 

こf
 
き

4 要は，

などのメ

使い方次第

電子メールの仕組みの中てメーリングリス

畜産技術 1996年8月号 8 



トという機能を使うと，特定の·J~項に関心を

もった名和)-tのIii)報通信をJJf能にすることが

てきる。これは，複数の人のメールアドレス

を一つのグルーフとしてまとめておき， その

グループ宛にメールを送ると，登録してある

複数の宛先に同時に同じ内容が送付され，返

1況を代〈と， これもグループの全員に送付さ

れるという仕紺みてある。これを使うと，イ

ンターネット Lて会議を行うことがてきる。

「ii]報通信て‘ファイルを送れば，会誌の送付と

同じことがてきる。さらに［火すれば，イン

ターネットを利）llした,,ヴァーチャル共同経

常“が可能になる。

さらに将米，通信Ir!線辿度が辿U・ょり，通

信料金がもっと安価になり，メ火）j伯）の木格的

なマルチメディア通信がwJ能になると，ビデ

オカメラからの動圃とマイクからのi料を取

り込んだ屯[-会［義が可能になる。

このように芳えると，今はやりの¥¥1¥'¥¥'t、:'

けがインターネットのすべててはない。プー

ムに流されることなく， インターネットのl~

徴をつかんだうえて， どのように利Mするか

を考えることが「要てある 今まて‘も，こH

からも，蔽後の怠息決迩を行うのは個別の科

常1本てあり，＇農業における情報化“は，それ

を支援するためにこそ必要と思、うからてい

畜産におけるインターネット利用の可能性
伊藤 稔 (MINORUITOH)北海道農叢試験場畜産部

世を挙げてインターネット：

試験研究機関や家岳関係団体も， そして個人

さえもホームページを開くという状況になっ

てきています。この状況はある、意味ては数年

前の年の根パソコン通イぷのプームの初期と似

ている面があります。特に，交換出米る情報

他の多さ，交換出来る範I用の広さ等が強調さ

れ，交換される情報の中身については走りな

がら考えようとしているところがある点は良

く似ています。

そこて，情報の内容を視点に四きながら，

畜産におけるこれまての情報蓄梢の特徴とイ

ンターネットのメリットを牛かす場合の今後

の）j向について簡巣に述べることとします。

1 • 畜産情報の特徴

畜産ては全体の管理は行政が，生産は各展

家が，販売は煤協が，研究開発は試験研究機

関が，技術の改良 ・普及は杵及組織がそれぞ

〇 畜産技術 1996年8月号

れ分担してきました。そしてそれぞれが情報

化を図ってきました。畜産の分野ては， R叉

の中てはかなり先進的な取り組みが行われて

II きたと且えますが，問題はこれらの糸Il綴それ I 

ぞれが独ヽ 』［して情報の収集・蓄積しており，

かつ相ILに利川される状態になっていないこ
, i 

とて｀す。いいかえれば畜産全体として躯）Jじ ， 

利用するための本格的なデータベースの陪偏

はイ＜十分な状態にあるといえます。

もインターネットの特徴

一方， インターネットの持つネットニュー

ス，メーリングリスト，屯チメール，デーク

ベースの利用， オンラインショッピング等の

機能は，初歩的てスピードは遅いとはいえJi

ソコン通信，業務用ネットワーク等の従来！

ネットワークても検討 ・整備されていよしf:,

しかし，従米型ネットワークの存在や運営



潅tして行われていました。これは利月l者

叩立場から計ると，欲しい梢報を得るには，

』I:最も必要としている人に梢報を提供する

i: は全てのネットワークに加人しなければな

；ないことになり，現実的てないことは明ら

氏す。

なだし，利用行個人の努力てはなく、ネッ

げーク（のホストコンピュータ） liiJ上がつ

:がれば実現は可能てす。 この時， 階In的な

，
 

-）
 

うながりを考えていると効率が悪いのて， す

べての利用者がクライアントてあると同時に

土ーバー（情報提供者）てあるというネット

7ークづ〈りが必要になります。いま， イン

iーネットはこのようなネットワークを実現

心うとしていると考えて良いと思います。

Lインターネットの大衆化

これまて，多くの業務用ネットワークは端

夫装置付きて・r-窃化されました。 このため利
~ II m者は庫業毎に児なる端未装匹を異なる方法
で投作して情報交換を行なわなければならな[ I滋てした。しかし，インターネットては，
1. ,I')コン通信のように通信手順が統.-されて

3り，通信手頻さえ合致していればどのよう

; メーカーの端木装沼てもアクセスすること

咄来ます。

; ・1 u、＇，バソコン通信はテキストファイルと
＂イナリーファイルの転送が上てしたが， イ

Iクーネットてはこれに加えて画像や音声等

＇)？ルチメディア情報も扱うことが出来て，

ー ，，魂力が格段に向 lこしました。マルチメディ

: !'.l~o:dをごwしe~'. まと禾:,I用提：こすめるの:::
ぐ !~(いうソフトウェアの開発によって， コン

~ rュータには索人ても容易にこれらの情報を
し'.c. ~ 用•発信出米るようになりました。
：れらのことは， インターネットの利用者

数の飛躍的拡大，いいかえればネットワーク

の大衆化を進めるJ・.て大変有効てした。

4 . メーリングリスト，ネット

ニュース

屯子メール利川のメリットについては， 9よ

かに記載されていると思、いますのて， ここて`

はメーリングリストとネットニュースについ

て述べます。これはバソコン通信の屯 r~和義

に相冴するものて', Ill: 界の様々な人々が参加

して，ある特走のテーマについて質問， 11-1]答，

な見，稔兄に対する反論などを出して議論を

展開することが出米ます。利用者が主体と

なってな兄交換や議盆をしているのて'J:.変面

白く活気があります。すてに畜産をテーマと

したメーリングリストもいくつか活動してい

ます。

また，議論を通じて什咬f)な情報を手に入れ

ると同時に，梢報を共布化したグループの中

に一種の連幣感が生れて米ると f想されます。

このことはパソコン通信ても言われているこ

とてすが，参加者が全IU:界にわたっているイ

ンターネットては，さらに大きな稔味を持ち

ます。

ネットニュースの中て使われている』・葉の

多くは英語て‘すが， R本語のネットニュース

(fj)も出米ています。今後のインターネット

の利用にあたっては，ホームページ作りと同

時に畜産関係のメーリングリストやニュース

グループにもっと注目する必要があります。

5 . データベースの充実

結論から言えば，畜産におけるインター

ネットの有効利用にはテ‘‘ータベース構築と維

持が不可欠て， これは国をはじめとした公共

団体等の最重要課題てあるといえます。この

場合，一ヶ所にデータを集めるのてはなく，

畜産技術 1996年8ll~} • 



むしろ専門的な団体それぞれが自分の専門に

関するデータベースを整備し，インターネッ

トに接続して相互利用を図ることが重要て｀す。

データベースの構築はこれまてもなされて

きました。しかし，維持• 特にデータの更新

は極めて多くの労力と時間が必要て｀， この部

分がネックとなりデータベースが機能してい

ない例も見られます。

さらに，データベースを維持して行くには，

いかに利用者が使いやすいシステムにして行

くかという点が重要て‘す。例えば，米国農務

省のalmanacという文書データベースては，

利用者がインターネットを通じて電-fメール

てコマンドを送るとその要望に応じて，農務

省が出した文書等の必要なデータが送り返さ

れて来ます。これに対して我が国の多くのシ

ステムては提供側が利用者にとって役に立つ

と選定した情報を提供しています。テ‘‘ータや

情報の価値は利用者が決めるものてあり，今

後は利用者側に立ったサービスシステムの開

発が期待されます。

また，電子メールを送ることは一見面倒な

ようて‘すが，パソコン通信を少しても経験し

ていれば難しいことてはありません。これま

ての畜産関係ては，中央酪農会議が主催して

畜産試験場ては従来からイーサネットベー

スの構内LANを構築し，光ファイバーケープ

ルを用いて農林水産研究計算センターに接続

していたが計算センターがTISNに接続され

たのに伴って，平成 6年10月よりインター

ネットに接続されて今日に至っている。さら

に，従来の10倍の速度を持つファーストイー

いる「MilkyNet」等少数のネットワークを餘

いて，組織的にパソコン通信の利用を検討し

た例は少なく，畜産関係者に経験者は余り多

いとはいえません。今後は管理職等を含めt:

ネットワークの利用に関する研條会等も必要

て‘す。

,^＇ 

4"し

月
日

今

農家が利用者の場合には，農家への通譴

能を持ったパソコンの普及が問題となり1す。1月

しかし，現在ては小学校や改良普及センタ― |阻

等にもインターネットに接続出来るバソコン

が導入されており， これらが地元民に開放さ

れれば，容易に情報を入手出来る様になると

思われます。

畜産試験場のインターネット
和田康彦 (YASUHIKO WADA)農林水産省畜産試験場

． ー

ー

6 . おわりに ペ1

ト¢

情報には本質的に社会をボーダレスにして

行く力があります。そしてインターネットIJ)

大衆化によってこの流れは世界的なものt 屈

なってきています。いいかえれば，社会全体 荷

の情報化が進む中ての畜産のあり方が問訊 ム

てきているともいえます。 当

これからもインターネットには新しい様稲 f； 

が付け加えられて行くことと思われます。こ

I 
の機能を使って， どのような情報を発信するか I:.

を畜産関係者全体て考える時期に来ていH,H

サネットによる構内LANシステムを工軒

てある。

研究者や留学生はLANに接続された研究 し

I " 
室内のパソコンや計算機室に設置されている

X端末を用いてインターネットを無料て利圃

することがてきる。また，研究本館以外にし

代謝実験棟やB棟にもワークステーショ；；等
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“され，インターネットに接続されてい

6。
畜産試験場てもっとも多くの人に利用され

fじるのが電子メー）レてある。以前はおもに

＇，畔学生が本国などとの連絡に用いていたが，

今｛は100名近くの研究員が電子メー）レアド

Vスを持ち，海外の研究者との間て.El常的に

o I眉究室のパソコンを使って電子メールのやり

収りをしている。

此，遺伝子研究グ）レープを中心にWorld

¥¥'ide Web (WWW)の利用も盛んてある。

アメリカてのWWW普及に火をつけたのが

:/J)分野てあったこともあって， DNAデータ

ベースなどの研究に役立つコンテンツが豊富

にとが原因てあろう。畜産試験場ても筆者

らが中心となって家畜ゲノムデータベース

(http : //ws4.niai.affrc.go.jp/) を開発し，

広（全世界に向けて毎月5000ページ以上の情

~ II 俄を発信している。 また， 畜産試験場のホー

し ムページ (http: //ss.niai.affrc.go.jp/)には

当場の紹介のはかに，簡単な畜産統計グラフ

屁，•も用意されている。

さらに， fjやbionetなどのネットワーク

）＇］ニュースを購読て｀きるのもインターネット接

r。l/JJ大きな魅力てあろう。インターネット上

にあるanoymosftpサーバーからのフリーソ

フトウエア類のダウンロードやtelnetを用い

た他機関のコンピュータの利用など，イン

ターネット接続による恩恵は計り知れない。

今後， ますます回線速度が速くなっていく

ことが予想されるのて‘，現在のような電子

メールとWWW中心の利用方法だけてはな

くて，インターネットを利用した電話や

FAX, さらにはオンライン電子会議なども実

用化されていくと思われる。現在ても実はイ

ンターネットに専用線接続されているのてあ

れば，余計な電話代をいっさい払うことなく

電話やFAXが可能になっている。電子会議が

普及すれば出張旅費節約のために，本当の会

議が減らされるかもしれない。

このようにインターネットは単なるひとつ

のエレクトロニクス技術てはなくて，研究者

のライフスタイル，さらには世の中のあり方

そのものをも変えてしまう恐ろしい力を内在

している。畜産関係の技術者も単に便利だか

ら利用するというのてはなくて，インター

ネットが切り開く未来における，畜産技術の

あり方をじっくりと見据える必要があるだろ

う。（和田康彦： ywada @ niai. affrc. go. jp) 

草地試験場のインターネット
加納春平 (SHUNPEIKANO)農林水産省草地試験場

~ I 草地試験場のホームページ (http : / / ss. 
ngri.affrc.go.jp/)ては以下の情報を公開して

究 1ぃiす。

る

用 1. 写真で見る外来雑草

b II 綸入穀物 ・飼料の増大に伴い，全国の飼料

等 蘭等において新しい外来雑草が増大していま

すが，これらの外来雑草の多くは，図鑑にも

掲載されていないのて，その種類の見分けが

困難て‘す。草地試験場ては，現在問題視され

ている種類にしばって，「写真て見る外来雑

草」 (165草種を掲載，畜産技術協会編）を刊

行しましたが， この内容を公開しています。

ここては種名，科名，葉の形による検索（キ
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ク科植物のみ）に加えて，種 fの形状による

検索もてきます。全体のぶi姿，被？；の状況，

花，種子などをカラー写真て紹介するととも

に，類似種との兄分け方も掲載しています。

なお，本編は，岡山県在住の小畠裕r・，辰
三犬1!:,岡山大学壺源牛物科学研究所の榎本

先牛の全面的な協力て‘てき I-.がったものてす。

2. 飼料作物病害図鑑

飼料作物，牧草は種類が多いため発生する

病苫も非常に多様てす。~地ril¥験場作物病宜

研究室ては， n本て発牛する飼料作物病',t,cに

ついて長年にわたり調森 ・研究を行ってきま

したが，各病',じの病徴および病原菌の写兵を

公開しています。

作物名（植物名）を指定しますと，病名一-

覧表が示されますのて‘， そこから病名を指定

すれば， それぞれの病害についての解説と病

徴，病原内の写兵が表示されます。視在，飼

料作物 6種，イネ科牧草23種，之洋 4種，マ

メ科牧草11種，雑穀5種について収録してあ

ります。病徴から発生している病害が検索て‘

きる仕糾みにはなっていませんが，今後改善

する予迫てす。

3 . 草地植生ファクトテータベース

甲地試験場発足直後の1972年以米，れ地試

験場と 5つの地域震業試験場が共同して随

の動態に関する調介研究を絹続していH,

本テ‘‘ータベースは，「，＇れ地の動態に関する併

究」の第 I期 (1972-1981年）に得られt渾

地植牛の調杏テ‘‘ータを，外部の研究者に広（

開放し，イi効な活用をはかるためにデータ

ベース化されたものて｀す。

調査地は，北海道から九州まての代表的な

牧草地16地点，野卒地12地点で地域別，り4

地の種類別に選択てきます。

4. 草地飼料作研究成果最新情報

平成6年度の成果については店林水産技俯

会議として一括公よしています。れ地試験賜

のホームページからアクセスてきるよう1:

なっています。

平成 7年度の成果については，因よ筈の作

正を要しますのて‘公表は 9月ころになる予定

て‘すが， なるべく早く公表するため，とりあ ~ !
えず要約のみを公表しています。

家畜衛生試験場のインターネット
井上忠恕 (TADAHIRO INOUE)農林水産省家畜衛生試験場

家畜衛生試験場て｀は，従米から大型JI籾機

の利用範囲は文献検索と実験，調査などて得

られたデータの処理などが七てあった。コン

ヒ°ュータ時代にふさわしいハード， ソフトの

必要性を一部の関係者から強く叫ぱれてきた

が， 92年に農林水産計算センターのシステム

更新に伴ない，つくばの本場の各研究室への

LANの敷設整備を94年まてに終えた。当場の

R 折産技術 1996年8月号

北海逍，束北， 九州の各支場や海外病研究斜

への整備も強く屯まれてきたが，変則的なが

ら PPP接続により Jf-~ センターを利りJ-(~

るようになった。

インターネットの利用

研究奎などから電 fメールが送受信てきる

ようになり，留学先から帰国後，整理した実験



認を写真を含めてメールて先方へ送り，教

いと討議をくりかえし学術誌への投稿を完成

させた研究者もいる。家畜衛生関連のメーリ

ガリストVETINFO,BEEF-LSWINE-L 

底尊門分野のグループがある。PROMEDA-

HEADの家畜疾病のメーリングリストては

世界て現在発生している伝染病や注目すべき

罪が刻々とはいってくる 一つ
日

の議題を征

度すると，世界中のその道のエキスパート達

がきびしい意見をよせてきて，毎Hが国際会

糾に立たされている雰囲気てある。

この他ニュースグループのfj.sci. bio, fj. 

sci. medical, bionet, sci. agriculture, sci. 

bioなどがよく利用されている。

謹衛生のWorldwide Web 

11 (WWW) 

wwwてはインターネット上のさまざま
けービスを統合して利用てきる。家畜衛生

f Iが関連する範囲は獣医学， 畜産学，生物学，
祖学，医学などとその範囲は広い。そこて，

りI 14年よりインターネットの膨大な情報をいく

つかの分野別に分類して，家畜衛生試験場の

訥情報や研究成果情報などをWWWて提

飢はじめた。また，国内の家畜疾病発生情

野目際獣疫事務局(OIE)のアジア，太平洋

狐42ケ国の伝染病発生報告を1992年から国

別及び病気別に分類して公開している。

世界中て活発に家畜衛生情報を公開してい

るWWWのなかて， Thewww -virtural 

Library Veterinary Medicineなど5サイトと

相互乗り入れのミラーリングを実現し，イン

ターネットの有効利用に寄与している。

1996年 3月に英国政府がいわゆる‘‘狂牛病”

と人のクロイツヘルト ・ヤコブ病との関連性

の可能性を公表したことにより，各種情報が

とくにインターネットを介して世界中をかけ

巡った。 BSE-Lなどのメーリングリストては

批界の最先端の研究者が最新情報を提供した

り，熱のこもった討議が繰り返されている。

ィンターネットスポークスマンとして， その

機関を代表する高度な専門的な意見をタイム

リーに述べているところもある。

これらの情報などを統合して，‘‘狂牛病”の

情報を緊急情報として私どもは公開している。

そこては，早期に主要サイトをリンクしたり，

Nature, Times, Reuterなどのリアルタイム

の情報をもとにてきるだけ科学的な情報を中

心に構成した。関連Webては，これらの私ど

もの活動はGoodScientific siteとして注釈

つきて紹介されている。

私どもには70カ国余りの国々からアクセス

があり，さらに内容の充実とその継続が今後

の課題てあると考えている。

會
ヽ
・'「

4

畜産に関する情報提供システムについて
姫田 尚 (TAKASHI HIMEDA)農林水産省畜産局畜産経営課

き

［最新の畜産情報を広くリアルタイムて供

稔するため．国としては平成 3年度より，畜

産関係団体が連携 ・協力して情報提供する体

る I ~I整備について畜産振興事業団，中央畜産会，
験，中央酪農会議家畜改良事業団，地方競馬全

国協会等と学識経験者を委員として検討を重

ねてきた。これを受けて，平成6年度から畜

産に関する情報ネットワークを構築し，畜産

経営者だけて‘なく，指導者，関係団体，関係

業界に対し情報を提供する事業を開始し，平
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成 8年4月からはインターネットのホーム

ページを開設 (1月から試験運用開始） し，

畜産関連情報を提供している。

2. この情報ネットワークのための事業は 2

つあり，そのうち 1つは各県の畜産会が都道

府県の委託を受けて畜産経営高度化支援事業

の一環て行う都道府県データベース事業， も

う一つは，畜産振興事業団，中央畜産会，家

畜改良事業団，中央酪農会議の 4団体によっ

て構築される畜産情報ネットワーク (LIN:

(Livestock-Industry Information 

Network, 以下LINと言う）てある。

この 2つの事業は， LINのホームページの

下に一体的に一つのネットワークとして機能

している。

3. ィンターネットを利用して 2つの事業て‘

はどのようなことがてきるのだろうか。

(l)畜産情報ネットワーク (LIN)

LINては

①岳産局と畜産振興事業団，中央畜産会，家

畜改良事業団，中央酪農会議の 4団体が，団

体の会報（畜産の情報，畜産コンサルタント，

LIAJニュース，中酪情報）の記事を情報とし

てLINを通じて供給する。今後は，これらの会

報をデータベース化し，いってもバックナン

バーを検索てきるシステムを構築する予定て‘

ある。

②また， それぞれの団体はそのときのトヒ°ッ

クス的な情報を流している。たとえば，畜産

局はBSEの情報を，家畜改良事業団はイー

ジープリードについての情報を広〈一般に流

している。

③特に畜産振興事業団は，畜産統計データー

ベースを構築し農林水産省関係の牛乳の生産

統計や食肉の生産統計，食肉卸売価格といっ

た統計情報だけてなく，海外の畜産関係統計

情報なども提供する。これらの情報は，エク
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セルやLOTUS123といったビジネスソフト

て直接読めるようになっている。

④中央畜産会は，個々の経営が必要としてい

る， あるいは利用て‘‘きる制度資金や補助事羹

などを，飼養している畜種や行いたい内容か

ら逆引きてきる融資・補助事業データーベー

ス，畜産関連文献をキーワードて検索て訊

のサマリーが得られる畜産文献検索情報デー

タベース等をメニューに取り入れている。

さらに， このようなメニューは，今後4廿l

体の努力により，年々充実される予定てある，

(2)都道府県テータベース

都道府県テ‘‘ータベースては，各都道府県が，

県畜産会に委託して①都道府県こ、との畜産業

に関連した統計データや地域の畜産情勢，県

単独事業などのデーターベースにアクセスて

きるほか，②畜産コンサルタントに過去から

多くなされた質問を系統的に検索てきるQ&

Aのコーナー，③また，ネットニュースの桐

能を利用した畜産コンサルタント団が答える

畜種別の会議室（この会議室てはこのはか1:

利用者相互の間の飼料や肥料などの生産資札

新しい経営技術などについての情報交換もて

きる），などがメニューとして用意されてお

り，畜産経営指溝事業の補完的な役割を果t

すことがてきる。また，各県の畜産関係の催

しやチーズやハムなどの特産品の紹介のコー

ナーなども用意されている。

このメニューはLINのホームページから直

接アクセスてきるようになっている。是非7

クセスしてみよう。 LINのアドレスhttp//

WWW. lin. go. jp/ / 

4. いまなぜインターネットによりデーター

提供が必要なのか。

このように，国や，畜産振興事業団，都追

府県の資金と多大な労力をかけて，インクー

ネットによって情報提供するのは時期が早い



託はないか， という声や畜産情報を枇界に

釧て公開することに対して情報の公開をそ

ぷ｀するのかといった危惧の声が聞こえて

し‘る。

しかしながら， WTOの新しい体制の中て‘

今後とも我が国の畜産業が維持• 発展してい

ばめには，畜産経営体が，常に最新の情報

帷らの判断て得られるような環境を作り，

畜産経営体の経営能力を高めることが重要て‘

hり，そのためにはこれらの経営体に， イン

ターネットなどの高度な情報システムを通じ

罪的確な最新の畜産経営関係情報を供給す

:, Iることが重要となっている。
一方，地方公共団体や農協から，中央の情

騨直接畜産農家に提供されることへの不安

卵も間かれる。しかし，インターネットの

開として情報が上下，中央と地方，組織の

麒県のインターネットを利月した情報提供体制について
森 尚之 (HISASIMORI)岡山県農林部畜産課

，
 

l.
I
 

最近いろいろな場所てよ聞く言葉に「イン

~ Iターネット」があります。この世界に向けて
晴報発信 ・情報収集がてきるネットワーク

t 1 0集まりに対して，大きな期待が寄せられ，
社会が動き始めている中て， 岡山県の畜産関

屈分野ての情報提供（発信・収集）体制の整

f ii眉を次のように考えております。
今まては，県内の畜産技術者が畜産農家の

眈指尊を行う場合に，パソコン通信を利用

し畜産技術情報を入手 ・加工する事例として，

沢のものがありました。

l家畜衛生情報システム （図中の②）

n II NTTPC-Networkを利用して，農林水産省
し 賣産局衛生課を中心とするシステム並びに岡

韓蔽システムにより，家畜衛生情報の即時

区別なくあらゆる所て同時に使えるようにな

るため，中間管理職や，地方ての中間的な組

織は情報を伝逹するだけては存在意義が疑わ

れるようになる。その分だけ，技術的，経常

的な指導力を向上させたり，広く詳しい情報

やデータを作成したりする能力が新たに必要

となってくる。畜産経営体が， WTOの体制の

中て国際化の厳しい波にもまれているとき情

報だけ鎖国していたのては畜産経営体は互角

に競える土俵にあがる前に経営能力の面て‘差

が付いてしまう。畜産経営体が生き残りをか

けて真剣に経営の強化を図っていこうとして

いるなかて‘‘，これらの指導団体もインター

ネットという変革を強いる現代の黒船に梢極

的に対応しつつ，指導能力を向上させること

が必須となっている。

性を生かして畜産農家指導を行う。

2 岡山県畜産情報システム （図中の③）

畜産経営の安定的推進を図るためには新し

い技術や各種情報の迅速かつ的確な提供が必

要てある。岡山県総合畜産センターに整備し

ているシステムて，和牛改良情報システム，

牛群検定情報活用システム，技術情報システ

ム，及び農家台帳等が利用されている。

3 普及情報VAN

農業改良普及員が農家指導を行う場合，必

要となる情報を整備しているネットワークて',

公的並びに私的研究機関の研究成果情報，農

業改良普及員間ての情報交流等が行われてい

る。

今後，情報提供体制の中心として整備して

畜産技術 1996年8月号 、）



いる畜産経営技術ネットワーク（図中の①）

ィンターネットを利用したものてす。イ

ンターネット上に展開されている斎産情報

(LIN), 家畜衛生試験場

(NIAH)等のホームページを通じて提供さ

れる，適時・的確な最新の畜産経営関係情報

等を，県内の畜産関係各事務所で情報収集し，

は，

才、ッ トワーク

畜産煤家指導を行うも のてす。

本年度から始まる「岡山情報ハィ

ウェイ」整備事業ては，県民のだれもが利月

て‘‘ きる情報ネ ットワーク環境（情報の逍路）

を3年計画て整備し， その中て，行政サイ ド

からの情報提供体制に加えて，畜産農家から

の情報利用体制を整備する予定て‘‘す。

②家畜衛生情輻システム

さらに，
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③繭山県畜産情輻システム
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二
畜 産 農 家

ホームページを開設しました
柴田正志 (MASASHISHIBATA) 

ホームページ「静岡県の畜産」

平成 7年 1月，個人て‘‘インターネットサー

ビスプロバイダと契約し， ホームページを公

開するまてに至りました。

ホームページ「静岡県の畜産」は，私の勤

務する静岡県東部家畜保健衛生所の業務を通

静岡県東部家畜保健衛生所

して静岡県の畜産に関する情報を紹介する

ページてす。

このホームページは畜産に従事する方ばか

一般の方へ向けての畜産PR・情りてなく，

報交換の場になればと思って公開しています。

ホームページアドレスは，

R
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四

，
 

ー
・・

http:t/www. yk. rim. or .jp/sibata/ 

:0ページに掲載されている i:な内容は，

叫卿の畜J危

卯l県の畜廂を各｝俎地毎・に紹介。

IZ)'卜のl光婦人科

杖f'tr:祖技術をはじめ牛の受枯卵移植な

どを紹介

；） 「i岸岡県束部家畜保健衛生1祈」

，和畜保健衛生所の i:な業務を一般向けに

紹介。

14)~ 林業イベント梢報

躙辿ベージ紹介

副外の畜殺関辿ページを紹介する。

おすすめのホームベージ

咽人て‘公併lしている畜産関辿ホームベージ

匁広島県nT部家畜保健衛生所勤務の低城守

駁んのホームページがおすすめて‘す。

そのアドレスは，

http://www. st. rim. or. jp/banjo/ 

邸牛を中心に黒毛禾II種に閲することを紹

‘したページて鼻、す。アクセスするとイラスト

符が踊ったりするなど高度な技術を取り入

11~ I !l/: ページてあるとともに，枝肉の評価など
を含めた允実した梢報が掲載されている人気

りページて`す。

メーリングリスト

ー）j, ホームページ「静岡県の畜産」から

「家畜衛生情報ネットワーク研究会（私設）」

メーリングリストヘの登録が可能てす。

メーリングリストとは，特定の話題につい

て特定のメンバーて「屯[-メール」を利用し

て情報交換するものて‘す。

英語によるメーリングリストは，すてに各

家畜こ、、とに!HJ成され，憔界中の人が参加し活

発な梢報交換がなされています。

当メーリングリストては， 1-£.J内の話題を中

心に畜産や家畜衛生などに関する梢報交換を

H本語により行っています。現在，大学をは

じめ煤林水｝並省など国公吃研究機関，行政機

関， この他臨}~獣［戻帥や各企業の岳産関係職

員など多くの）j々 の参加を得ています。

公的私的にかかわらず，今後屯 fメールア

ドレスを取得された方はぜひこちらのメーリ

ングリストヘの参加をおすすめします。

参加登録するには，ホームページ「静岡県

の畜産」から直接申胡するか，静岡臥束部家

畜保健衛生所柴田まてご連絡下されば手続き

がてきます。

連絡先 e mail;sibata@yk.rim.or.jp 

屯fメールの利用は，デジタル惜報化社会

への第一歩となります。

畜産関係WWWホームページアドレス一覧
岩村祥吉 (SHOKICHIIW AMURA)農林水産技術会議企画調査諫
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http://ss.s.affrc.go.jp/ (i農林水窟技術会議 ·J~

務局：炭林水産省試験研究機関や関連研究機

関サーバーとリンク）

http://ss.niai.affrc.go.jp/ (畜産試験場：家畜

ゲノムテ‘‘ータベース，乳牛改良プログラム，

畜産統計はか）
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http://ss.ngri.affrc.go.jp/ (草地試験場： 写真

て見る外来雑草，飼料作物病害図鑑，草地植

生ファクトデータベースはか）

http://ss.niah.affrc.go.jp/NIAH/hoge-s. 

html(家畜衛生試験場：エボラウイルス情

報，牛海綿状脳症， 日本の家畜疾病発生動向，

世界の獣医学・家畜衛生・畜産学関連サーバー

とリンク）

http://www.lin.go.jp/ (畜産情報ネットワー

ク(LIN): 畜産振興事業団，閻中央畜産会，（ネ±)

中央酪農会議， （初家畜改良事業団より構成）

http://www.lin.go.jp/lipc.htm (畜産振興事

業団：週報「海外駐在員情報」，月報「畜産の

情報」，畜産関連数値データ）

http://cali.lin.go.jp/index.html (中央畜産会：

「経営関係の情報」を中心に担当，文献検索

データベース，畜産経営技術Q&A)

http:/ /jdc.lin.go.jp/ (中央酪農会議：情報誌

「ミルククラブ」，都道府県用途別生乳販売実

績，酪農関係統計資料ほか）

http://liaj.lin.go.jp/ (家畜改良事業団：牛群

検定情報，家畜改良事業団機関誌目次検索，

最新情報）

http://jica.ific.or.jp/lndex-j.html (国際協力

事業団：技術協力の実績，青年海外協力隊，

任国ての衣食住等の生活情報，首相官邸 ・外

務省・国連機関・図書館等関係サーバーとリ

ンク）

http://cali.lin.go.jp/japan.html (都道府軋

ホームページ ：都道府県の詳しい畜産と畜産

物の情報，都道府県畜産の状況，畜産経営Q&

A, 畜産会議室，10都道府県のサーバーと ！

ンク）

h ttp://jvm2.vm.a.u-tokyo.ac.jp/index. 

html(日本獣医学会：最新情報，獣医学会か

らのお知 らせ，獣医学雑誌の日本語要旨， 戦

医学関係サーバーとリンク）

http://www.toppan.co.j p/tge/japanese, 

index.j.html (東京穀物取引所：市楊価格， 1府

品取引貝名簿， 上場商品の豆知識，用謡開設，

アメリカ， ョーロッパ等の批界の取引所〇

サーバーとリンク）

http://www.rim.or.jp/ci/ja/ (JA全中：JAク

Jレープの新若情報， 憔界・日本の食料・農業

のファクトプック96, 全国各地のJAホーム

ページ・海外農業団体のサーバーとリンク）

http://www.zennoh.or.jp/ (JA全農：最新情

報，ニュース＆新商品・刊行物・イベント，

全農データバンク，農業・JA関連サーバーと

リンク）

http://www.ansi.okstate.edu/ (オクラホマ

州立大学の動物学：家畜の品種の写其及び憔

説，関連する大学の図書館サーバーとリンク）

http://netvet.wustl.edu/ssi.htm (屯 ＋軌物

園：いろんな動物の写真や解説，賜き声）

やや<>foo§oofoo§oofoofoofoofoofoofoofoofoofo<>foojoofo<>foojo令ややofoofoojoや ofo<>foofoojoや ofoofoofoofo<>foofoや ofoofoや中や<t,ofo++⇔

今月の表紙

ある夏の日：ラップサイロのある十勝ての風景

（煤林水産省 流通飼料課鈴木春男）
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一 はじめに

)l 

吠

,; 

荷

&, 

り

グ

［家畜ふん尿堆肥
I II Ifしの意義とその
評価法

マ

枠l福光健二 (KENJIFUKUM!TSU) 
＇） 屏島県畜産試験場

物

中

「よい堆肥とはどういうものを指すのか？」

家畜ふん尿の発酵，堆肥化とこれを利用す

ることは常識となっている現在， その問いか

けには以前にも増して明確に応えなければな

らない時にきているといってよいてあろう 。

「よい堆肥」については， 一般には「熟度」

の表現をもって評価されているが， その判断

は，畜産農家と，これを利用する耕種農家と

いう立場の相違によって認識に大きなス‘ レ`の

あることを知る必要があろう 。

また，加えて経済性が導入されるとき（有

償か・無1貨か）評価が大きく左右されることも

多々あるといってよい。

家畜ふん尿の堆肥化の本来のねらいは，畜

産農家にあっては，ふん尿中に常在する微生

物の力を借りて発酵させ，公害を発生させる

おそれのある笥号なさ”を取り除くことにあ

り， この除去がてきた堆肥を「良い堆肥」と

いう 。一方，利用する耕種農家の見方は，堆

肥を，健全な作物生産のための甚盤となる土

壌に不可欠な有機物としてとらえているのて‘‘

あり，その肥料的成分を第一に注目している

わけてはないてあろう 。

「良い堆肥」を定義付けようとするとき，

発酵熱の出た程度をもって， その良悪を決め

ることには疑問を抱かざるを得ない。

そもそも，「よい堆肥」「熟度」を論ずる理

由の一つは，粗大有機物てあるオガクス〗モ

ミガラなど木質系資材の混入にあるといって

よいのてはないか。つまり，これらの資材が

分解せずそのままの形て残ることや，土壌に

入って悪影響を与えるのてはないかといった

危惧によるものと推察される。

そこて‘，難分解性有機物てある木質系資材

の混入された堆肥を対象にした「良い堆肥」

畜産技術 1996年 8月号 ＂ 
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について若干の知見を得たのて‘、その一部を報

告する。

「良い堆肥」を論ずる場合に，有機物の分

解過程を知ることが大切てあり， その概念を

図1に示した。

発酵前の堆肥中に，家畜ふん尿に由米する

易分解性有機物および難分解性有機物Aと，

これに，添加混合される水分調節材（オガク

ズなど）に由来する難分解性有機物Bが含ま

れると仮定する。

臭気発生やハエの温床となる易分解性有機

物を速く無機化するために堆肥化するわけて‘‘

あるから，この易分解性有機物の消長をみる

ことによって「よい堆肥」の判断がてきると

考えられる。

一方，難分解性有機物A, Bもいずれは無

機化される過程て易分解性有機物を経由する

はずてあるから， その割合（量）は，時間の

経過に伴なって高まると推測される。よって

易分解性有機物の割合を知ることは，難分解

性有機物の分解の進み具合も知ることがてき

そうてある。

この難分解性有機物の分解は，土壌とそこ

に棲息する微生物に係わる重要な部分て‘ヽ，耕

種農家の堆肥を使う目的は， この難分解性有

機物にあるといって過言てはない。

ふん尿 水分鯛艶u'オガ9ズなど）

,-・ ――-鑓分解性有機物A' I r-"---7 

L 月一
I 鼠舅分鱗性有憬物B

易分解性有機物，

アンモニア水炭醸ガスなど

: : : 
'----・----'----------
●機化

畜産劃の重論隕界繊

耕糧舒門劃の議論開始練

土 壌

H好気発諄
・q 水炭醸ガス

忙・
易分鱗 ． 

., ~-- 性有檀—-~ 腐植

.・, -ン^ 物化,,_,,. 
-1' 

図 1 推肥の有機物とその消長

なお，ここにいう易分解性有機物は，10%過

酸化水索水て‘‘処理して消失する有機物を指す

こととし， この方法は簡易判定法となってい

る （一般に，堆肥および原料中には土砂類が 1 

みられるのて｀‘これを差し引〈）。

以下この手法て‘堆肥の評価を行なった。

l . オガクズ堆肥の評価（熟度）

l)実験堆肥の種類と堆積期間

オガクズ入り牛ふん堆肥： 30日おき切返し

全90B間堆積

オガクス｀人り豚ふん堆肥： 20日おき切返し

全180B間雌積

オガクズ入り鶏ふん堆肥： 20 flおき切返し

全100B間雄積

モミガラ入り牛ふん堆肥： 20日おき切返し

全100日間堆積

いずれの堆肥も，堆積発酵直前の水分割合は，

63-67%の範囲てある。
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図2 各種推肥の易分解性有機物の働き
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!. I記後期のその割合の増加は，低温になっ
，てはじめて働き始める担 f蘭類によってオガ

9ズのリグニン官が分解されて易分解性有機

椛されたと考えられる。総炭索の動向は易

暉性打機物割合にJ又比例する。

/ll以tのことから，「よい堆肥」また，「熟し
准肥」といわれる堆肥を表現すれば 「易分

靴有機物割合が50%以 FのものJI.:. なる。

この段階ては，前北のとおり，混人してい

けガクスが分解している状態てはない。 し

tしこれが分角名し始めたとする n安は， 易分
罰H機物割合が再び50%以上を示し始めた

：さと考える。発酵直前の材料も， liiJ割合が

嘉以上を示すわけて‘紛らわしい感があるが，

ヽ II~肛iの材料と，分解のすすんだ堆肥とは臭
昨ハンドリングて容易に見分けが付くはず

「11-cあり，汚物感に大きな相違がみられる。
次に，堆肥に混人される木質系資材の代表

,,., bあるオガクズの f:中における分解過程を

腔した結果をみたい。

2 . 土中におけるオガクズの分解

l)実験材料及び埋設（実験）期間

C) Fl本スギ 約 8年余

〇 ソ辿カラマツ 8年

米[E]ヒノキ 8年

vラワン 7年

e)土中埋設方法と採材

#300の寒冷紗て直径10cm,長さ60cmのr1筒

状の袋に，各オガクス（現物水分）を800-900

允堀し，これを同袋よりが；T大き Hの穴を掘

り埋込んだ。各オガクスとも 15-17個埋込み，

経 H的な採材にそなえた。

採材は，概ね0.3, 0.5, 以降 1年ごとに行

ない，寒冷紗袋の中味が消失するまて続けた。

消失する直前の袋の内容は， ．士をふくんだ

きわめて少砒のものてあった。なお，埋設地

は野菜畑て‘，試験に染しつかえない程度に栽

培はつづけられた。

3)試料調整と易分解性有機物

試料は，室内て風乾し，多鼠の場合は均一

化した一部を，少他の場合はその全部をそれ

ぞれスチロールビンにいれて保存した。すべ

ての試料が揃った後，前出の10%過酸化水索

水による易分解性布機物を定載した。

4)結果と考察

図3にぷしたとおり，オガクス、、も長い間土

中に埋設されれば，いずれは易分解性有機物

を経て分解し，無機化して消失することがわ

かる。寒冷紗袋の中味が消失するまての期間

は7-8年てあった。総炭索割合ては，埋設

してから数年間の分解は緩慢てあるが， その

後の分解は顕著てある。

木質系衰材は， これを構成するリグニン，

セルロースなど高分-fィヒ合物が，腐朽菌とこ

れが分泌する酵索によって低分子化され，強

力な結合組織も分断し，最終的に無機化して

釦産技術 1996年8月号 R 
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図 3 土中オガクズの易分解性有機物と総炭素割合の経過変化

いくわけてあるが，本実験て‘土中に埋設され

たオガクズもこの分解過程をとるわけてある。

腐朽南の活動と増殖に適する温度が，

15-25℃ と低温てあることは，木質系物飼

分解（熟度）を議論するうえて重要てある。

発酵温度の高・低や， その持続は，好気発悼

されたか否かの目安てあって，木質系物質を

含む堆肥が「よい堆肥」 とよばれる条件にな

らない。オガクズの易分解性有機物割合が

50%以上に達するのに 4-5年を要し，先(j)

オガクズ入りふん尿堆肥の20-408てあっt:

のに比べきわめて長い期間てあるのは，土中

が，酸索に乏しく，貧栄養相て‘，かつ腐朽酋

の生活域が低温てあることによろう。

おわりに

10%過酸化水索水による易分解性有機物〇

割合が50%ライン以上てあるか以下てあるか

の意義は，多くの分析例から得たものでい，

オガクス｀など難分解性有機物の混入しない雌

肥を対象にした場合の実験結果は別の機会t:

報告する。

（平成 7年度優秀畜産技術者表彰業績）

才

人の動き 中
（畜産局平成 8年6月16t:I付） 酒井 豊 牛乳乳製品課課長補佐・孟給班担堺（家 ] 

伊佐稚裕 畜産経常課課長補佐（経営沢金班担当） 畜生産課課長補佐・乳牛班担当）

（畜産経営課課長補佐，畜産賑奥査金班 沖 浩幸 食肉痢卵課課長補佐・食肉流通班机当 ,j 
担当） （牛乳乳製品課課長補佐・需給班担'½) 曼

伏見 啓二 衛生課家畜衛生指導官（大臣官房調査 磯貝 保家畜牛産課諜長補佐・乳牛班担当（家 I) 
課調森専門官） 畜生産諜課長補佐・牧場整備班担'''1薫

須水 裕 動物検疫所検疫部長（動物検疫所企画 畜産経常課）
連絡室長） 冨澤 宗高 畜産経営課総務班総括係長（牛乳乳悶

（煤林水産省平成8年7月5E:l付） 品課面給班孟給係長）

梅津準士 畜産局食肉賠卵課長（構造改善局震政 （家畜改良センター平成8年7月1511付）
部管理課長） 倉持正美 退職（家畜改良センター茨城牧場及）

田谷 昭 畜産局付（家畜改良センター岩手牧場 （塁林水産省平成 8年7月15「l付）
長） 津曲 公夫 畜産局自給飼料課長（煤林水産技術会

（農林水産省平成8年7月6日付） 議事務局整備課長）
山崎 隆信農林水産事務官斎産局付（畜産板興事 細見 隆夫 展林水産技術会議事務局整備課長（畜

業団総務部長） 産局家畜生産課生産技術室長）
（畜産局平成8年7月15日付） 伊佐地戚退職（畜産局自給飼料課長）

伊地知俊一 家畜生産課首席畜産＃門指導官（食肉 南波利昭 畜産局家畜生産課生産技術室長（畜産

賠卵課課長補佐・食肉流通班担当） 局家畜生産課首席畜産専門指＃官）
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一

牛受精卵移植を
活用した受胎促
道対策

木下政健 (MASATAKE KINOSHITA) 

膳哲男 (TETSUOMURAKOSHI) 

青野逸志 (ITSUSHI AONO) 

小野輝男1> (TERUO ONO) 
曼榎県今治家畜保健衛生所

I)現：八幡浜家畜保健衛生所

l . はじめに

愛媛県における牛受精卵移植技術に関する

研究は，この卜数年の間に急速に進み，単な

る胚移植にとどまらず胚の分割，性判別，さ

らにはクローン牛生産へのアプローチ官にま

て及ぱうとしている。

一方，畜産煤家への普及はというと，徐々

に進んてきているとはいえ，依然として一般

的な技術としては‘停及てきていないのが現状

てある。

特に，本姐の場合は，肉用牛の改良増殖と

俊良l女］月l査源の確保を目的とし，烹毛和種受

精卵を酪牒家飼疫のホルスタイン種に移植す

ることが中心てあるため，酪煤家における受

精卵移植の位置付けがはっきりしていないこ

とが普及の遅れている要因の 1つと考えられ

る。

そこて‘，今回，酪農家における受精卵移植

の位罰付けの 1つとして，本技術をホルスタ

ィン種の受胎促進対策として活用し， その可

能性について検討したのて‘， その概要を報告

する。

2 . 材料および方法

1)調査方法

調査期間は，平成 7年 4月から12月。レシ

ヒ°エント候補牛は，管内酪農家9戸て‘飼養さ

れているホルスタイン種延べ33頭を用いた。

レシピエントの選定は，産歴・分娩後日数・

過去のAI歴・発情周期• 発情の強弱等は特に

考應せず，混家から依頼のあった候補牛の黄

体期の卵巣・副生殖器所見のみにて行った。

特に，卵巣.f宮所見を重視し，直腸検査所

見が表 1に示してある基準を満たしたものを

選定した。基本的に，検査は 5日目と 7日目

の2回実施し， 2回とも，表 1の条件を満た

釦産技術 1996年8月号, . 



表 1 1卵巣・子宮の基準

卵巣（黄体）所見

I. 大きさ
中指大以上
2. 弾ガ性
普通以上

3. 卵胞との共存

子宮所見が右の条
件を満たしていれば、
特に気にしない。
4. のう腫様黄体の場
合

軽い圧診の波動感
で診断し、大きさが
母指大程度で黄体実
質が中等度以上に充
実している。

子宮所見

I. 収縮性・弾力性
触診により軽く収縮し、
子宮の輪郭を明諫に触知
できる。
または、触診程度の剌
激では収縮せず、子宮の
輪郭がやや不鮮明である
が、手指によるマッサー
ジによって収縮し、子宮
の輪郭が明瞭になる。
2. 子宮角の肥厚感・内部
感

ある程度の厚みがあり、
内部感のないもの。

表 2 卵巣所見が不良な例

卵巣（黄体）所見

I. 大きさ
小指大程度

2. 弾力性
硬い

3. のう腫様黄体の場合
大きさは母指大程度あるが、黄体実質が非常
に薄い場合。または、大きさが中指大程度で黄
体実質が中等度に充実している場合

していれば移植可能とした。

また，表2のように卵巣所見が不良な場合

は，通常てあれば中止とするが，子宮所見が

表 1の基準条件を満たしている牛の一部に対

して，ホルモン処理を実施することにより移

植に供した。

移植は，排卵 Hを1日目とし，発情周期の

7日目に実施した。なお，出血発見て‘依頼の

あった場合は，出血発見Hを2日目として移

植に供した。

供試胚は，愛媛県畜産試験場に繋養されて

いる黒毛和種から採取された，体内由来凍結

胚を用いた。

妊娠診断は超音波画像診断装置を用い， 30

日前後と60日前後の 2回行い， 30日前後の診

断て受胎が確認されていたにもかかわらず，

⑳ 畜産技術 1996年8月号

表 3 各種ホルモン処置方法及ぴ検討事項

A. 5日目にhCG剤3,000IUを投与し［元；万;元［
能増強状況・受胎I生等
8. 5日目にGnRH-A(プセレリン20μg)を投与した
場合の黄体機能増強状況・受胎性等
C. 発情周期の11~13日目にGnRH-Aである酢配
エルチレリンIOOμgあるいはプセレリンIOμgを投
与した場合の受胎I生等
D. 持続性発情牛に対してGnRH-A(酢酸フエルチレ
リン200μg) を投与し排卵誘起させた場合の責休
の状況・受胎性等

60日前後の診断て‘‘受胎が確認て‘‘ きなかったし

のを早期胚死滅とした。

2)ホルモン処置方法

今阿実施したホルモン処理について表3l:

示した。

子宮の状態は選定基準を満たしているが賀

体の状態が不良なものに対するホルモン処置

とは， A-Cに該当する。 II≪ 
Aは， 5日目の検査て‘，子宮は正常・黄体が

不良な候補牛に対し， hCG3,000IUを筋注し，

7日目の検査時に黄体所見が弾力性のある充

実 したもの（即ち表 1の卵巣所見）に改善さ

れていれば，賀体機能が増強したと判断し移

植に供した。

Bは， hCGのかわりに， GnRH-Aてあるプ

セレリン20μgを使用し， Aと同様の基準て移

植に供した。

Cは， 5El日， 7El目の黄体所見が不良なも

のに無処置て移植し，移植後，即ち発情周期

の11-13日目の間にGnRH-Aてある酢酸7

ェルチレリンlOOμgあるいはプセレリン10屈 I~ 
を筋注し， その後の黄体形状の変化及び受胎

性を検討した。

最後に， Dてあるが， A-Cとは目的が異な

り，持続性発情牛の卵胞をGnRH-A(酢酸フ

ェルチレリン200μg)を使用し，強制的に排卵

誘起させ，移植に供することはてきないかを

検討した。



衷4全体成績--輝員数実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数
（選定率） （受胎率）

33 22 (66. 7) 16 (72. 7) 6 2 
---------------響----------

----・-----・・ 
I 21 13(61.9) 10(76.9) 3 I 

II 12 9(75.0) 6(66. 7) 3 I 

I ; 無処置 II ; ホルモン処置

衷i産歴別成績
-
侯補頭数実施頭数受胎頭数受胎頭数胚死減頭数

（選定率） （受胎率）

5
.
4
 

産
l

.
冦

し

4(80.0) 3(75.0) 
.. ・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3(75.0) 2(66.7) I D 

I (100) I (100) 0 

怪奎 28 18(64.3) 13(72.2) 5 
・・・・-・・・・-・・---・------------------------------------------------
17 10(58.8) 8(80.0) 2 I 

11 8(72.7) 5(62.5) 3 0 

I ; 無処置 II ; ホルモン処置

衷6分娩後日数別成績

実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数

（受胎率）

00日> 3 2(66.7) I 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................................. 

I 1(100) 0 

II 2 I (50. 0) I 0 

00"-199日 8 7(87 .5) 

゜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

I 6 6 (I 00) 0 0 

2 1(50.0) I 0 

100---299日 2 1(50.0) I 0 
・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・................................... 

II 2 1(50.0) I 0 

, .!□0 日~5 3(60.0) 2 0 
・ー・・―--・-------・------------ -------------------------―--------

3 1(33.3) 2 0 

2 2(100) 0 0 

I ; 無処置 II ; ホルモン処置

農1発情周期別成績

候補頭数実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数

（選定率） （受胎率）

謹 II 8(72.7) 7(87.5) I 2 
.... -・・-・---------------------幽---------・--------------------------I 10 7(70.0) 6(85. 7) I I 

I I (100) 1(100) 

゜
I 

場fl! 22 14(63.6) 9(64.3) 5 0 
---------------------------------------------------------
II 6 (54. 5) 4 (66. 7) 2 

゜II 8(72. 7) 5(62.5) 3 

゜I ; 無処置 II ; ホルモン処置

3 . 結果

l)全体成績

今阿の成紐を，表 4に示した。候補牛33頭

の内，移植に供した牛は22頭（選定率66.7%), 

受胎16頭（受胎率72.7%)てあった。うち，

無処理区ては，選定率61.9%・受胎率76.9%,

同様に卵巣所見イ辻良のためホルモンを使用し

た区ては， 75.0%・66.7%てあった。なお，

早期胚死滅は各区に 1頭ずつ，計2頭認めら

れた。

2)産歴別成績

産歴別成組を表 5にぶした。今回の候補牛

の内訳は，未経産牛 5頭，経産牛28頭てある。

未経産牛ては，選定率80.0%,受胎率75.0%,

同様に経産牛ては， 64.3%, 72.2%てあった。

さらに，経産牛の成紐を分娩後日数別にま

とめたものを表 6に示した。100B未満て受胎

率66.7%, 100日-199日て87.5%, 200日-299

日て'50.0%,300日以上て''60.0%て‘` あった。こ

こて‘`注Hすべきは，ホルモン剤を併用するこ

とにより，分娩後H数が200B以上のものてゞ ，

57.1%の受胎率が得られた点てある。

3) 発情周期•発情状況・受精回数別成績

(I)発情周期別成績（表 7)

今l川の成績を発情周期からみると，正常即

ち， 19-23日の間隔て‘大きなブレもなく発情

しているものては，受胎率87.5%, 不規則即

ち発情間隔が4日以上ずれているものては，

受胎率64.3%てあった。

(2)移植時の発情状況別成績（表8)

次に，移植時の発情状況からみると，良好

即ち発情が明瞭てあったものては，受胎率

75.0%, 微弱発情あるいは出血発見て‘‘対応し

たものては，受胎率77.8%となってる。さら

に，微弱発情あるいは出血て対応した17頭の

内6頭 (35.3%) は選定碁準を満たす牛てあ
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移植時の発情状況別成績

候補頭数実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数

（選定率）（受胎率）

良好 13 12(92.3) 9(75.0) 3 2 
―.... —···············--······--······---···-·················-·· 
I 8 7(87.5) 5(71.4) 2 I 

II 5 5(100) 4(80.0) I I 

微弱・出血 17 9(52.9) 7(77.8) 2 0 
............... ―・・・・・・・・・・----・・・・・・---・-・・・ ● ......  ―い―・・・・・・-・・--・・

I 14 6(42.9) 5(83.3) I 0 

11 3 3(100) 2(66.7) I 0 

持樹生発情 3 I (33.3) 0(0) I 0 
--·-··········--------······-··--·····------·-··-----······---·-—··-· 

表 8

II 3
 
I (33.3) 0(0) 

。
／；無処置

それらに移植したところ，

II ; ホルモン処置

り，

胎率が得られている。

なお，持続性発情とは，発情徴候が 3B以

3頭中 1頭に移植

83.3%の高受

上観察されたものてあり，

し受胎はしていない。

(3)人工授精回数別成績（表 9)

同様に，過去の人工授精回数からみると，

3回未満のものて', 90.0%, 

ヒ°ートブリーダーて66.7%の受胎率が得られ

リヒ°ートプリー

3回以上即ちリ

てる。特に，注目すべきは，

ダー 7頭に対してホルモン処府を実施し，

頭移植に供したところ（選定率； 57.1%), 4 

頭とも受胎が確認された点てある。

なお，治療歴有とは，繁殖障害と診断され

4
 

今まて説明してきた発情周期・移植時の発

情状況・過去の人工授精回数の関係はバうバ

ラてはなく 1つてあるのて` ， それを表にH

めたものてある。なお，先に説明した持綺性

発情牛と繁殖障害の治療歴のある牛計6頭1ふ

この表から除いてある。

A区 発情周期；正常・移植時の発情；良

好・過去人工授精回数； 3回未満ては選定奉

受胎率ともに100%てあった。また， G区(;Ji

規則・徴弱発情ないし出血・人工授精回数3

表10

A (正常・良好.3回＞）
B (正常・微弱・出血.3回＞）

C (不規則・微弱・出血.3回＞）

D (不規則・良好.3回＞）

E (正常・良好.3回:iii)

F (不規則・良好. 3 回~)

G (不規則・微弱・出血.3回;:.)

過去の人工授精回数別成績

候補頭数実施頭数受胎頭数示ら元日五~
（選定率） （受胎率）

3回> 18 10(55.6) 9(90.0) I 
------------- . ----・---- -- ------------- I -------・-
I 15 7(46_ 7) 7(100) O 

．．．一．．．．．．

II 3 3(100) 2(66_ 7) I 。
9(75.0) 6(66.7) 3 I 

-----------------------------ー・ " 5(100) 2(40.0) 3 。
4(57.1) 4(100) 0 I 

治療歴有 3 3(100) I (33.3) 2 O 
-------・--・---・---------------------------・・--・------・-・・・・・・・.. 
I I 1(100) 1(100) 0 O 

II 2 2(100) 0(0) 2 O 

I ; 無処置 II ; ホルモン処置

表 9

3 回~12
---・・・・・・・---
I 5 

II 7 

治療を受けたものてある。

3頭に移植し， 1頭て受胎が確認されている。

(4) 発情周期• 発清状況・受精回数別成籟

（表10)

これらの牛て1ふ

発情周期•発情状況・授精回数別成績

候補頭数実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数

（選定率） （受胎率）

5 5(100) 5(100) 

4 I (25. 0) I (I 00) 

6 I (16. 7) I (100) 

2 2(100) 2(100) 

(2 2(100) 2(100) 

2 2(100) I (50.0) 

(1 1(100) 1(100) 

3 2(66. 7) I (50.0) 

(2 1(50.0) 1(100) 

5 5(100) 4(80.0) 

(2 2(100) 2(100) 

発情周期・移植時の発情状況・過去の授精回数

ホルモン処置牛

区分・

o

o

o

o

o

_

0

ー

0
ー

0
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良11各種ホルモン剤投与が受胎率に及ぼす影響

供試頭数実施頭数受胎頭数不受胎頭数胚死減頭数

（選定率）（受胎率）

3(75.0) 3(100) 0 

2 I (50.0) I (100) 0 0 

4 4(100) 2(50.0) 2 0 

o 3 I (33.3) 0(0) I 0 

A ; 5日目にhCG剤3,OODIU投与

B ; 5日目にGnRH-A(プセレリンとし20μg)投与

C; 11~13日目にGnRH-A(酢酸フェルチレリンとし

IOOμgまたはプセレリンとし20μg)投与

〇；持続性発情牛に対してGnRH-A(酢酸フェルチレ

リンとし200μg)投与

即上）のように条件としては非常に悪いも

訳も，ホルモン剤を併用し，選定率100%,

甜率80.0%と良好な成績が得られている。

0各種ホルモン剤投与が選定率・受胎率に

臨す影響

ホルモン処箇の成績を表11に示した。

5 B目にhCGを使用したA区ては， 4頭中

3頭て質体機能が改善されたと判断し，移植

項した結果， 3頭とも受胎が確認された。

I、‘だし，その後早期胚死滅が 1頭発生した。

枢ては， 2頭中 1頭て黄体機能が改善され

I、'と判断し，移植に供し， その牛は受胎が確

認された。C区は， RyanらI)が人工授精て‘実施

したホルモン使用方法をETに応用したもの

（あり， 4頭中 2頭て受胎が確認され，受胎

靱50.0%てあった。

なお， D区ては， 3頭中 1頭移植に供したも

0の，受胎は確認されなかった。

4. 考察

一般に，高受胎率を得るためには，受精卵

韓質，レシピエントの状態移植技術の 3

つのファクターが重要てあり， 1つてもバラ

ンスが欠けると受胎率は低下すると言われて

いる 2)3)。特に，レシヒ°エントに対しては，発

韓候• 発情周期等を含めた厳しい選定が実

施されており， そのことが受胎率向上に貢献

していることは否定てきないが，酪農家の経

済損失．受精卵移植の普及を考えると，受胎

率を低ドさせることなく，選定の幅を広げて

いく必要があると思われる。

今回，微弱発情牛や出血発見て発情に気付

いた牛， さらには， リヒ°ートプリーダーを含

めたレシピエント候補牛を，黄体期の —f宮等

を含めた総合的な直腸検査とホルモン剤投与

により選定・移植した結果，良好な選定率．

受胎率が得られた。

ホルモン剤使用の有効性は，賛否両論てあ

るが，今回，黄体所見が不良なレシヒ°エント

牛に対して，ホルモン剤を使用することによ

り良好な受胎成績が得られており，繁殖障害

の種類や程度によっては，ホルモン剤との併

用により ET技術が受胎促進対策となりうる

可能性があることが示唆された。現段階ては，

5日目の検査時の黄体所見イJ良牛に対して

hCGを3,000IU投与4)5) 6)し， 7日目に再検査

し，黄体の状態が改善されていれば移植を実

施するという方法（図 1) が最も安定してい

るように思われる。なお， GnRHに関しては，

発情周期の11-13B目の間に使用することに

より，新たに発育してくる卵胞を排卵，黄体

化あるいは閉鎖退行させ受胎率が向上すると

の報告がある”が，今回の受胎牛の黄体形状

の変化もそれを裏付けるものてあった。今後

は， GnRH投与直前の直腸検査所見を含めて

検討していく必要があると考えている。

また，移植時の発情状況別成績て‘説明した

ように微弱発情あるいは出血発見て‘対応した

レシピエント候補牛17頭の内 6頭 (35.3%) 

は選定碁準を満たしており， それらに無処謹

て移植したところ， 83.3%の受胎率が得られ

ている。これは，何らかの理由による発情発

見の見落としの可能性が大きいのてはないか
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発情確認（酪農家）

↓ 

家畜保健衛生所へ連絡（酪農家）

↓ ex) 0日に発情した。
↓ 0日に出血した。

第 1回目の選定；排卵日を 1日目として， 5日目

↓ 直腸検査を実施し．卵巣（黄体） ・子宮

↓ の状態を確認。この時点で．子宮の状態

が選定基準を満たさない場合は．移植中

止を酪農家へ伝える。また．卵巣（黄体

所見）のみ不良な場合は,hCG3, OOOIUを

↓ 筋注する。

第2回目の選定及び移植； 7日目

直腸検査を実施し．卵巣（黄体）・子宮の
状態を確認。

卵巣（黄体） ・子宮ともに，選定基準

を満たしている場合のみ移植を実施。た

とえ．ホルモン処理を実施した牛でも．

この時点で．黄体の形状等が改善されて

いなければ移植は中止。

図1 直腸検査とホルモン処運を併用した選定方法
の1例

と考えられるが， このような牛に対しても，

ETを利用すれば，窄胎期間短縮を図ることが

可能てあることが明らかとなった。

今後は，ET技術をこのような形て受胎促進

対策として活用していけば，酪農家の湘要も

増加し，袢及も進んて‘いくものと考えられる。

—II~ 

-----i! なお，今lulの早期胚死滅及び1浸胎は，特

定のドナーから採取した受精卵におし
‘て発生

する傾向が認められており， ドナー毎の勤

耐凍性の違いに起I対するのてはないかと考i

られた。この点については，さらに，検討t
る必要があると思われる。
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1 • はじめに

G. Uラウンド合、；忍xrJ高＝規校拡A,そし

て飼料の調逹は粗飼料も屯話一本て｀すませる

といった傾向に対して，私はぜひ歯ti:めをか

けたし、と顧っていました。

それが昨今の，中国殺物輸出梵11:拮i府＋杓

rのl'J安＋犬候不順購人飼料価格 1:昇，と
いう現状に，誤解を恐れず言わせてもらえば，

少し希叩を兄いだしている状態て｀す。

長いfIて見れば， flt界的な穀物，→；給の逼迫

は火を兄るより明かて‘すし， これを機会に (j

給飼料・国内飼料沢源活月］による， (J本型飼

料調製利川体系のA日本の見直しと再評価を行

うチャンス， と考えるからて｀す。

混合サイレージ調製法

炉ガ丈 (KAZUTOMOICHITO) 
紐水産省草地試験場飼料生産利用部

私は飼料の調製・給与が，乳肉生産におい

て蔽も経常者の創、な I:犬が生かせる場面てあ
ると思、っています。その意味ては冒頭の「飼

料の調逹は粗飼料も屯活一本てすませる」こ

とを， その時点の経常判断としては一概に否

定てきない， という自己矛府に陥る訳てもあ

りますが，それはそれとして，本報告ては日

本型飼料調製利用体系の柱の一つとしての混

合サイレージ調製法について， その利用と場

面に応じた普及推進のため，問題点の整理を

中心に述べてみます。

2 • 「サイレージ調製」のおさらい

サイレージは，索材を特定の含水率て｀サイ

ロなどの密封容器に詰め，索材中の糖分と乳

酸菌により，媛気条件ドて乳酸発酵させた貯

紅．技術 1996年8)訟・ ⑫ 



蔵飼料て｀す。その調製には 4原則てある①適

切な水分調整，②糖の含有，③早期完全密封，

④材料の圧密・必要に応じた細断さえ実現し

ていればいいのてす。別な言い方をすれば，

我々が手を施す 4原則とは，乳酸菌の増殖に

適当な環境を整えてやることてあって， この

原則が実現した状態の中の索材は勝手にサイ

レージになってくれるのてす。

細かく言えば，温度条件，糖の含有率， ま

た索材の物性，含水率による細断の必要性や

その程度等が異なるのて‘すが， 4原則が満た

されれば本質的に索材は問わないのて‘す。

現状は作業性・能率等を主たる理由として

サイレージ調製は牧草やとうもろこしといっ

た単一品を索材として， それぞれの性状にあ

わせた調製方法が示されています。

3. 混合サイレージ調製の目的

さて，こういったサイレージ調製に「混合」

がつきますと少し様子が異なります。 そのH

的は，単品素材ては①飼料価値が低かったり

（わら類等），②飼料価値に大きな偏りがあっ

たり （食品製造副産物・一部飼料作物等），③

貯蔵性に劣っていたり（生粕類），④サイレー

ジ調製が困難てあったりする（糖含星の低い

暖地型牧草，含水率が衛すぎる牧草）索材を

活用する， という点にあります。

これらをサイレージ調製の原則に従って，

良質なサイレージ化がてきれば，①総体とし

て索材の飼料価値が向上する，②嗜好性が向

上し採食量が増加する，③給与時の混合 ・調

製作業を省力，あるいは省略てきるといった

効果が期待てきます。また日本の現状ては粕

類の有効利用は環境問題にも貞献てきるし，

後述するように天候不良条件下の対策として

も利用てきるのて・, 1 + 1 = 2に留まらず 3
にも 4にも成りうる技術て‘す。

R 畜産技術 1996年 8月号

なお，「索材の組み合わせ＝混合飼料」と言

う意味ては，「サイレージ化て‘貯蔵性が向上す

ることは判るが，飼料価値の組み合わせとし

ては給餌時に混合しても同じことてはなげ）

か」との疑問もあると思いますが，同じ翻

を混合サイレージに調製して給与した場合t,

給与直前に混合して給与した場合を比較し1、9

試験があって，サイレージ調製したものの方

が乾物摂取量，乳乱とも増加した報告（福井

県畜試， 1989年）などからも，混合サイレー

ジの有利性が証明されるてしょう。

4 . 混合サイレージの具体例・効果

酪塁関係図書の中て，混合サイレージに設

当するものが①粕類利用のサイレージ，＠ォ

ールインサイレージ，③ コンプリ ート

(TMR)サイレージ，④生粕オールインサイ

レージ，⑤イナワラオールインサイレージ，

といった項目て‘ヽ，製品を基準として詳しく催

説されています（高野信雄：酪農大百科，424・

435P, デーリイマン社・1990)。様々な素材を

様々な組合せて‘利用される混合サイレージを，

その利用が開始されたと推定される順序もha

味し，以下のように 4分類してみました。

1)生粕類主体・活用型

特に蛋白含量が多く，有力な濃厚飼料てあ

る豆腐粕やビール粕の貯蔵性を向上させるt

めの手法として，従来の給与時混合作業から

発展した方式て‘す。これらは元々含水率が裔

く，糖含最が低いことから， そのままてはサ

イレージになりません。そこて乾物て｀糖含蘭

の多いビートパルプ等を混合し，含水串

60~70%に調整してサイレージにする方式て

す。

,>低質粗飼料素材主体型

稲わらや麦稗，籾殻などを主体としてこれ

に濃厚飼料，栽類， フスマ等を混合し，場合



渇じて加水作業を行い含水率50-60%に調I , してナイレージ調製します。
H~ 高水分て低糖含砿の暖地型牧草やヒエ

＂菜屑等に，水分調整材として乾草・稲

砂，糖分補給のための糖蜜，両者を兼ねた

t''-トパルプ等を混合する方式があります。

以上2方式は，「査源活用」に重点を匹いた

拭と言えるてしょう。さらに生粕オールイ

冴イレージ，イナワラオーJレインサイレー

尻といった形にも発展てきます。

!)サイレージ主体再調製型

上記2方式よりも積極的に，一度調製され

灌卓・ とうもろこしサイレージを主体とし

'[, これを給餌対象牛の要求する水準の

TDN, DCPとなるよう，濃J弘飼料・ミネラル

鞍添加し，完全飼料の調製を日的とするも

沢す。いわばTMR調製作業を事前にまと

りて行い，サイレージ化によってさらに嗜好

性・貯蔵性の向上を狙いとする方式て‘‘， コン

プリート (TMR)サイレージに相当します。

0予乾省略 ・天候不順対応型

此実施例は少なく，後述するように研究

峨階てすが，同じ牧草ても糖含羅が少なく

液が必要とされる 2・3番草や麦類を対象

＼：，予乾なしてハーベスタ収穫した索材に配

蹟科等を混合して調製する方式てす。ある

意味ては上記の3)よりもさらに積極的に，最

1/J (牧草等収穫時）からTMRサイレージ調製

柑指す方式て‘‘す。

以上を表 1に整理して示します。これらの

鞍にあたっては，サイレージ調製4原則の

うち圧密・密封は従米技術て‘十分て‘，ポイン

トは水分調整（低下させる側への調整が多数派）

t糖含量の調整（ほとんどの場合添加），そし

t混合の 3点て‘‘す。一般のサイレージ調製の

賤があれば，それほど難しい技術てはあり

iせん。また生粕類の利用については， その

多くが極めて安価に入手てきる事，場合によ

っては素材のすべての調達が電話一本て済ま

せられる事も混合サイレージのメリットて‘し

ょう。このように，ー兄良いことづくめの混

合サイレージてすが，実際には作業技術を中

心に克服すべき問題点が多いのて‘す。

5 . 問題点その1,調製作業方法・事例

混合サイレージ調製の欠点は，前述した利

点の裏返してもあります。即ち，材料がなん

ても使えるということは一般化・自動化が難

しい，つまり機械的な取扱いが苦手とすると

ころなのてす。さらに混合サイレージを補助

飼料として利用するのか，飼料の上体とする

のかて，後述するようにその取り扱い• 特に

作業方法や使用装匿が大きく異なります。

つまり混合サイレージの調製にあたっては

ラッフ゜サイロ調製のための，①ロールベーラ

②ベールラッパ，③ハンドリング装置といっ

たメニューがてきない，作業方法には決め手

表 1 混合サイレージの分類

本文解説 目的
主対象物・工程 特徴 取組み難易

目標含水率., 普及状況 設備投資額

豆腐粕、ピール粕等＋ 補助目科和1

I)生粕類主体 ピートバルブ等乾物 用遍 易

・活用型 糖類添加 少量でも可 少

60~70% 事例多

L 
稲わら・麦梓・籾殻等＋ 補助員科利

比較的易
資原活用 瀑厚飼料、霰類、加水 用適

中 1目的 50~60% 裏例減少
-----------------------------------------

. 2)低質粗飼料 暖地型牧草、ヒエ、野 I 

I 

！ 

緊材主体型 菜屑等＋ 主体・補助
比較的易

乾草、濃厚餌料、乾物 可

糖類添加 事例増加
中

60~70% 

製品サイレージ＋ 主体•TMR 

3)サイレージ 乾草・わら、濃厚飼料、 指向 比較的難

主体再調製型
資源活用 大量処遅向 多

I 

ミネラル
＋ 事倶少・増40~50% 
自動給餌

主体・TMR指向
4)予乾省略・ 目的

高水分生牧草＋

天候不順対応型
配合飼料、 ミネラル 作業機械 ! 

60~70% 研究開発中

＊……目標含水率は主対象物の初期含水率に近い設

定であって、確固とした条件ではない。

畜産技術 1996年 8月号 R 



がない状態なのて‘す。別なはい方をすれば，

「補助金制度」に馴染みにくいのて‘‘す。

一般に調製する混介サイレージの種類と索

材の数他ーilljの調製址により，機械は蔽後

に選択されるのてす。二つの・Jt例を紹介して

問題点を明確にしていきましょう。

1)粕利用のための一次調製型

「牛粕利用の混合サイレージ」としてビデ

オ編集されて（農文協， 1992)紹介されてい

るこの）j式は， 豆腐粕にビートパルプを混合

するだけの補助飼料利用タイフてす。週 21111 

切腐粕を入手して，容柏て‘豆｝潟粕の30%のヒゞ

ートパルプを先に横軸形式のミキサーに投人

し，後から豆腐粕を投入して混合を行い， — 

回に一個のコンパォ、製角型サイロ（約1.5m3,

推定）て調製します。給与はコーンサイレー

ジとの1片給て，製品 5~ 7 kgを50頭に給与し

ています。ここて利用されている機械・装府

は混合機 トラクタ装杵バケットローダ， i農

r1-飼料タンクなど，一般的なものて‘，コンパ

ネ製角型サイロも手作りが可能て‘す。

同じビデオに収録されているのが， この方

式の対極にあるといえる連続混合装匹を利用

した方式てす。

2)運続混合装置を利用した大量調製型

この小例ては月 2IPI, 15m3トラックて生の

ビール粕を入手し，見かけの容積て笠址の細

断された稲わらと，ビートパルプ500kgを， 2

軸スクリュ型の混合装置に連続投入し，混合

して地ド角形サイロに詰めています。こうし

て安価な生のビール粕を混合飼料として利用

することにより， TDN値て比較して配介飼料

の半値以ドとなるとのことて‘す。

ここて利用されている機械・装沼は， それ

以前から利用されていた複数の地下角形サイ

ロと， そこからのサイレージ取り出しのため

のサイロクレーンの存在が前提て‘す。あらか

・畜産技術 1996年8月号

じめ細断された稲わらを時貯J祓してお(t、、

めの地ド角形サイロ， そこからわらを取り曲

すサイロクレーン， それを荷受けして混合

へ供給する装府のイi在が必要てす。そして乱

合された索材を受ける別な地ド角形（には限

定されませんが）サイロが必要てす。

3) 2事例の差・材料の確保

このように，「牛粕利用混合サイレージ」は

一回の調製拭，即ち粕類の脱人：1しにより作

方式・必要とする機械装備は大き〈災なりi

す。このビデオの結論は「…•••メリットは:t
り知れません。早速実行されてはいかがてし

ょうか」と結んて＼、ますが， 1-i例2ては，「'I

速実行」はなかなか困難て‘す。

6 . 問題点？「混合」を中心とする闘

次に，利用機械から見て「混合」の問題が

残ります。まず「混介」の定義・評価が定i

っていない，という問題があるのてす。「見て

いれば判断てきる・わかる」ことなのてすが，

連続混合を考えた場合，ずっと監視している

訳にもいきません。

比較対象として，一般的なな味てのNM

よりも，混合が I・分に行われなければなりi

せん。混合後直ちに給与するTMRの楊合， 枯

サ鼠と時間間脳が適‘りてあれば，「多少混合が

不卜分て‘，抽初にヘイキュープ^ 、りを選択採食

されても，次[11]給餌まてに結局胄袋に入れば

問題ない」 との兄角名があり，実際に前述の辻

続混合装沼から発展した全自動給餌装t7t:i:ょ

る一A4 -61111の多[!lJ給餌をしている状況を

観察すると，‘りっていると言えます。

しかし混合サイレージを調製しようとする

場合，混合後の発酵過程を良好なものとする

ためには均ーな混合が必須となるのてす。そ

のためには給与時混合用に使用されている各

種ミキサーの利用が最も一般的てすが，「層積
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糾）り崩し方式」と仮に名付けたミキサーを

使bない方式があり，詳しい報告（佐々木泰

~: 混合サイレージのすすめ，蓑牛の友，

!994. 4)もあります。

これらの方式は①索材の計鼠がしやすい，

罠合過程 ・程度を目て確認て‘‘きる，③装置

峠価，④作業が確実， という利点がありま

訊一回こ、、とのバッチ式てあり，作業能率

頂界があります。

にて大鼠処理のために連続混合を指向し

/:0)が，サイロと粗飼料等供給装置を連結し

頃饒混合式て，-すが，材料の供給拡を制御す

謙術が付け加えられる必要があること等，

さらに進化する余地のある方式て‘‘す。

此混合にあたっては索材どうしの「馴染

砂普し悪し」問題があります。例えば事例

濁豆腐粕とビートパルプの混合て‘‘は，豆腐

肪先に混合機に投入すると混合スクリュー

i: よる排汁が発生するのて混合の障害になる，

tいった事例は色々あります。

る

I
R
i
給

が

食

ば

連

よ

を

］．私達の計画

彗は最初に紹介した表分類「4」に相当

謬，機械利用にポイントを置いた混合サイ

レージ調製方法に注目しています。牧草サイ

レージ調製ても，適正水分まての圃場予乾は

奴ことのてきない場合が多く，我が国の気

鯰件下てはその間l場予乾期間すら確保て‘‘き

t予乾抜きのサイレージ調製により品質を
貼ている場合があります。その対策に，水

分調整材として乾物濃厚飼料を添加してサイ

検出・添加旦制御機構を塔載した装置て‘，作

業機として良好に作動しますが，①プローワ

を利用したため高出力の専用トラクタが必要，

②良質発酵に必要な混合精度が得られている

かどうかの確認がてきていない，③材料草の

水分変動に対応て‘‘きない，④操作・濃厚飼料

補給用の人員を必要とする，⑤別途，サイロ

容積に適合した荷受け装躍を必要とする，等

の普及・実用化に向けた問題点が残されてい

るため，材料草水分に感応して乾物添加醤の

調整を行う機構の開発等を進め，装置として

完成させる計画てす。

補足

「調製」と「調整」について。

本レポートの中ても，「調製」と「調整」を

使い分けていますが， ここて指摘したいのは

「調製」と記述すべき所を「調整」とされる

場合が多い， ということてす。広辞苑を引き

合いに出しますと，①調製→ととのえつくる

こと。注文に合わせてこしらえること。②調

整→調子や過不足をととのえること。となっ

ています。「飼料調製」「TMR調製」は調製て‘‘

ないといけません。ここては「調子や過不足

をととのえる」にとどまらず，注文（養分設

計）があって，単品ては喰わないものも喰わ

せるように「つくって」いるのて‘‘すから。

レージ張り込みを行う技術が提案され，一部

る （手作業による張り込み前混合調製 ・サイレ

る ージ生産が実施されています。

そ そこて私たちの研究室が開発を進めている

各 t巌前混合調製装箇があり ます。フォレーン
積 lプnーワに濃厚飼料添加装置と材料草供給量

畜産技術 1996年8月号 fJ) 



21世紀の主役「スーパー豊後牛」の作出

大分県畜産試験場
佐藤敬治 (KEIJISA TO) 

大分県畜塵試験場長

l. はじめに
大分県は標，:・:jOm地帯から1,000m近くま

て耕地や f;i_地が分布する変化に‘ぶんだ~,然条

件をイiしていますが．大きな広がりをもった

平野部はこぐ〈 一部に限られています。このよ

うなn然条件のなかて‘，より牛殺性のr:':iい農
業を実視していくために． それぞれの地域に

賦イi-する沢源と特性を生かしながら，特色の

ある付加価値のd:iい塁業牛位を辿めていくこ

とが一村一品運動の原点となっています。

本県の農業粗生産額の内訳はf.ji帝と米が同

程度て最も大きく，両者て全体の50°/o以卜を占

めています。畜産粗牛産割の内訳は肉JJj牛が32

％と最も大きく，次いて浮L/.1--1牛が23%,プロイラ

ーが16%,痢卵が15%,豚が14%となっています。

本県ては米を碁盤としながら， Iい登性の高

い施設,~,芸と翌9ぶな卒沢源を牛かした肉川牛

を品杭点に農業の板興を図っていますが，肉

用牛lOJi頭増頭叶l曲をはじめ，各作[l毎に具

体的 ~j 標を掲げ， 21祉紀には農＇求 1むりたり

の農業所得 3 倍増を ~J 指しています。

2. 沿革及び概要

明治39年 lJ]に当場の前身てある県種畜場

が大分郡西大分町新川に創設され， riiJ年8月

に直入郡久住町の現在地に312haの用地を確

保し，牛馬の改良増殖に祈手しました。明治，

大正の雑種時代を経て，現在の純粋の豊後牛

（黒毛和種）が造成されましたが，大正10年

東京て開催された全国畜産博監全て‘大分県の

・畜蘇技術 1996年8月I;・

「千代111サ」が， .-':;: れを獲得し，銀I')¥通り

を「＇卜は翌後が II本一」 とハレードし，詞

牛の名ffを高めました。昭和44年4)]に見久

住種fri場を現在の県畜1岳試験場に改糾し， icil

時に農林水廂技術会議から中核試験場の指定

を受け，「,f:i原園における平地農文の技術休系

確 i'[に関する研究」に杓手しました。その版

呆が阿蘇・久fr飯IIJ地域｝農業附発1,業の臼
技術体系として， ‘り時の牒川地整備公1·~0杖

祁f1行針• となりました。昭和45年4月には県内

の黒毛tll種種雄牛を‘り場に集中管理するバ

もに．液状粘液から凍結柘液に全面(Iりに切り

替え， mr村全域に精液の供給をIll始しよし1、9
詞時に種雄t-,T{;.1女）能力検定 1~業にも行手し，

多数の悛秀種雄牛を選抜造）戎しましたが，な

かても「T代り」，「福鶴57サ」が出色て，現
在の県内雌牛の）＆盤となっています。まね

現在1共 ff] 中の「糸祁，；~}」の産肉能力は令1訳
もトップクラスに評価され，大正の「千代ill

号」が唸後牛の元祖とすれば，平成の「糸籠

号」はまさに翌後牛の中興の祖といえます。

さらにその後絹牛として「谷川サ」．「秀福加，

「糸鶴サ」及び「谷代り」が間接検i-r'~l,k
いて全r11てトップクラスの好成紐をマーク，

今後の活躍が期待されます。

昭和58年4月からは牛の受粘卵移植技術0

研究開発に行手し，昭和62年 3月に令同召

初めて分割凍結受精卵のft・'I:性に成J}Jする

とともに．平成 5年10月には九州初の枝移せ



~' 

駒子牛生産にも成功しています。

平成8年3月には最新のハイテク機器を装

眉したパイオ研究棟を新設し，迫伝子診断技

”の研究開発にも着手し， 肉用牛の改良増殖

似ピードアップを目指しています。

現在，当場の職員数は63名て，内訳は事務職

e 
」名，技術職28名，現業職31名となっています。

譴は管理部，肉用牛飼養部，肉用牛改良部，放

i 揺営部，乳用牛部，草地飼料部の 6部制とな

麟 I1 ていますが，その他に当場の分場として草地
畜産開発センター（放牧経営部兼務）があります。

ふ業務の概要

iり I)試験研究

:! l 111 ::: ごご□月化に関する研究
伺 ・体外受精卵 ・核移植・性判別等
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②肉用牛の産肉能力向上に関する研究

・産肉能力検定・育種価の推定等

Rスーパー豊後牛作出プロジェクト研究

（九大 ・京大との共同研究）

・遺伝子診断技術等

(2)肉用牛の低コスト高品質生産技術

①肉用牛の放牧技術の改善

・ウィンターコントロールグレイジ

ング技術等

②肉用牛の上質肉生産技術

・ビタミンA及び栄養水準の適正制

御技術等（地域重要課題4県共同）

R肉用牛経営技術の確立

・一貫経営等

(3)乳用牛の生産性向上技術

①酪農経営技術の確立

・省力的管理技術等（地域基幹5道

県共同）

②混合飼料利用技術の確立

・スーダングラス ・乾燥焼酎粕等

(4)牧草及び飼料作物の生産 ・利用技術

①優良品種選定試験

・牧草，飼料作物の系統適応性検定

試験等

②牧草及び飼料作物の生産 ・利用技術

・草地更新・雑草防除・ロールベー

ル調整技術・グラステタニー

・草地の多面的活用等

(5) 畜産環境保全技術

・家畜糞尿処理新技術等

2) 家畜人工授精事業

(1) 肉用種雄牛繋養頭数

種雄牛： 22頭候補種雄牛： 17頭

(2)精液譲渡本数

71,210本（平成 7年度）

3)草地畜産開発センターの業務

(1)草地畜産経営の実証展示

(2)草地畜産後継者及び海外研修生の研修

指導

4) 「県民ふれあい自然公園」の整備

消費者に国内の畜産業に対する理解と認識

を高めてもらうことを目的に，当場を県民に広

く開放するため，広大な用地400haを「県民ふ

れあい自然公園」として整備を進めています。

4. おわりに
農村の過疎化，高齢化により農家戸数の滅

少とともに，無家畜農家が年々増加する傾向

があります。このような状況の中て‘，本県の

畜産農家の経営規模は着実に拡大し，生産性

の向上が図られていますが，大規模畜産経営

の安定的拡大と定着化を進めるためには①国

際競争と産地間競争に打ち勝つ高品質畜産物

の安定生産，②地域の立地条件に応じた低コ

スト生産，③技術力，経営管理能力を兼備し

た企業的経営，④自然環境や地域社会と調和

のとれた畜産環境の保全，の 4点を確立する

必要があります。 21世紀の農業は最先端の技

術を駆使するアグリ産業として花形産業に脱

皮する可能性を秘めていますが， その殻を打

ち破る先導役に当場がなれるかどうか，世紀

末のリストラの荒波の中てまさに生き残りを

かけた正念場を向かえようとしています。

当場は今年て創立90周年を迎えますが，昨

年10月に257年ぶりに目覚めた久住山の檄に

応え，豊後牛の夢のスーパージャンプが期待

されます。

畜産技術 1996年8砂 R 
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米国の新農業法
辻山弥生 (YAYOI TSUJIY AMA)農林水産省経済局国際企画課

l . 農業法の変遷

1930年代，枇界恐慌の引き金となったアメ

リカ経済恐慌の一環として発牛した農業イ＼況

は，連邦政府による牒民救済のための強力な

経済政策を必要とすることとなった。）レーズ

ベルト大統領は1993年農業調格法を成寸［させ，

初めての農産物価f谷支持計画（価格丈持のた

めの農家への短期融森）を孔人し，煤民を組

織化して生産調悠を行わせ， その生I光削滅額

に対して補助金を支払うという方式を策走し

た。これは，従米の農務省の役割，すなわち

試験研究とif-及教育のための機関が，アメリ
力展業を直接的に支持し管坪する機関に変容

することを意味し， ここから農業への政府介

人が始まることとなった。

なお， 1933年農業調整法は， 一部改,Eされ

1938年農業法となり， 1949年法とともに恒久

法として，現在の農業法の原利となっている。

その後， 1973年農業法て', t I標価格が設定

され，市場価格がこれをド[111った場介， これ

との差額（またはローンレートとの差）をイ＼

足拡いする制度が確立された。

も最近の農政の概要

アメリカの農業政策は通称「農叉法」に甚

づいている。「農業法」は時眼法て・,86年農業

法， 90年農業法と，最近ては概ね 5年毎に新

しい農業法が策定されてきた。

91~95年の間有効てあった90年農業法（正

式名称は「1990年食料，農業，保全及び貿易

法」）には，①農産物の価格・所得支持，②生

産調整，③輸出促進，④環境1呆全などの政策

~-

目標価格二 「
不足払い額
.... ↓ ー...

ローンレー .j,.・・・・・・・ ···• .... 
・-. .・.. . -----..:. 

、············....、··············~
市場価格

融資額

融資期間 9ヵ月 → 

図 1 価格・所得支持制度の概妻

を規定する条項が盛り込まれている。その旧

要は以ドのとおりてある。

(1価格 ・所得支持制度 （図 1)

①イ¥足払い制度

小女，飼料投物，米及び綿化の生産行に対

し，政府が走める H椋価格と市場価格 (rli場

価格がローンレート （短期融衣制度における

融沢単価）を flu!る場合はローンレート）し

の染額をイ湘足払いとして政府が支払う卸IJ餃

不足払いを受給するには，過去の作付災覇

により，走められた作物を一走の曲積（作h

紺の）店準面積一滅反面梢）以下に作付するこ

とが義務となっていた。なお， 90年農業法t

ほぼ同時期に成立した90年財政調祭法により，

91年産作物からは，碁準面積の15%(~i0 

選択てさらはに10%の計25%まて可能）にう

いてはイ湛払い対象外となったが， lnl時にIP]

雁積には野菜，呆物以外ならMを作付してb
よく， i汀・の作付H由が認められることと

なった。

②価格支持融査制度

ィ遁払い対象作物，油柑種f-"!iの生産佑
対し，農産物を担保として，尚品金融公社(ft

務省の一糾織）がローンレート（融資単値）
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印畔する制度て‘，ローンレートは実質

杓1浦場価格の蔽低支持の役割を果たしてい

；，返済期限は蔽大 9ヶJjてあるが， 市場価

がローンレートをド'"'った場合，生産者は,u 

贔座物を商品金雌公社に引き渡すことに

：り返済免除となり， ローンレートとrli場価

格との差額が政府f1担となる なお，

yートは過去の屁求受取価格平均の85%て籾

翌れるが，裳咲物在府の状況、 また国際価

砂輝笠により店務比官の故hして‘引きドげ

咄来ることとなっている。

訊使品買い J・.げ

麒念眺公社が乳製品の買い上げを通じて

罪的に生産者の手取りを保証する制度。政

1より！［原料乳について支持価格（生産者価

府）を設定するとともに，加 l曇．業者ての乳製

却稔準製造販売経伐を卜乗せして，商品金

訟社が加工業者から買い上げる乳製品（バ

クー，チーズ，脱脂粉乳）の買 I・.価格を公表

謁。加「業者は乳製r',/,を製造販._,'cし， その

謹格に応じて）~II L原料乳価格を窃出し，

緒者に支払っているが，乳製品の市場価格

噸込した場合，加T業者は乳製品を倍i品金
訟社に乳製品買日価格て•'売却し，生産者に

私う加工原料乳価格を維持している。

2生産調整

筵払い対象作物（小麦，飼料穀物，米，

観）については，過剰生産による市場価格

渇防止を目的として，在庫水準に甚づき滅

計画が実施されていた。生産者は甚準面梢

：基づき滅反を実施する。なお，減反計画へ

叩 0は任、なて｀あり，イ＜参加の場合は不足払

ゞが受給てきないこととなっていた。

3篇出促進

漏顕励計画 (EEP)

主1:EUの補助金付き輸出に対抗するため，

1%5年より＃人された輸出補助金制度。上に

戌，大麦を対象に適用されている。

？恥品輸出計画 (DEIP)

EEPと同様の輸出補助金制度。酪牒品にの

目 標 価 格

不足払い額

ローンレート

返済戸吋い餞ロー編］
リペイメントレート
（⇔国際市場価格）

融資額 返済額

み適用される。

③マーケティング ・ローン（図 2)

国際価格がローンレートを大幅に下回り，

国際競争力が劣る作物について，国際市場価

格を碁準としたリペイトメント ・レートと

ローンレートとの差額が返済免除になる制度。

95年まては米と綿化に適用されている。

④販必促進社画 (MPP)

米国r蛍股産物の輸出を促進するため，煤産

物貿易団体の行う海外rfj場開拓や維持活動へ

の財政援助を行うもの。 85年裳業法て‘祁入さ

れた特走輸出助成計画 (TEAP)は， 90年農業

法において，［司計画は内容を若十変史し，名

称を販売促進計画 (MarketPromotion 

Program) に代えて継続された。

(4)環境保全

代表的な制度はt壌保全留保計画 (CRP)
て`， これは上壌没食の程度が苦しいなど環境

的に脆弱な展地，水源地，野生動物の生息地

など環境的に屯要な煤地を10年間休耕し，カ

バークロッフ゜作付など保全利用する場合，当

該裳家に借地料の支払い， t壌保全経伐の1/
2の助成及び上壌保令の技術援助を行うもの。

現在の参加面栢は1,473万ヘクタールて全農

地の約8%を占めている。

3 . 

図2 マーケティングローン

共和党主導の議会と財政削減

共和党が94年11月の中間選挙前に発表した

「アメリカとの契約 (ContractWith 



America)は共和党の選拳公約てあったが，そ

の中に2002年まての連邦政府赤字の解消，福

祉制度改革，減税といった幅広い分野にわた

る10本の法案を新議会開会後下院本会議に提

出することが盛り込まれていた。

中閲選挙の結果，共和党が多数を占める議

会が逗牛し，95年 1月から開会された第104議

会において，共和党は精力的に「契約」関連

法案を下院に提出した。混業法の前提条件と

なる連邦政府 f刃の大枠については， 95年 6

月29Flにr.F両院本会議て「予鉢決議」が可
決された。これに甚づき今後7年間て農業政

策の主要部分（価格 ・所得支持政策，輸出補

助金等）に係る支出削減 (134億ドル）を行う

ことが「財政調整法案」に盛り込まれること

となり， 96年以降の新たな煤業政策の上要部

分は，福祉，教育等他の分野における財政削

滅と一括して審議されることとなった。

他}j,「財政調整法案」の混業部分に盛り込

まれない（法律て政府支出が義務付けられて

いない項B)農村地域開発，研究， n易等に
ついては別途「塁業法案」として審議される

こととなり，「財政調整法」て煤業政策の大枠

が定まった後具体的な審議を開始すること

となっていた。

4. 財政調整法案をめぐる動き

「財政調整法」は「予籾決議」て提案され

た支出削減を実行するのに必要な法改正を盛

り込んだものてあり，具体的には，支出を義

務付けている法律の改正を通じて連邦支出の

削減を実行するものてある。

アメリカ農務省予算について言えば， その

約 4分の 3は，法律に碁づいて，支出が義務

付けられている義務的 (Mandatory)支出て‘

あり，フードスタンプ等の無料食料援助計画，

農産物計画 (,,F足払い等），土壌保全留保計画

などに係る支出が含まれている。「農業法」は

不足払い等の農家への補助金支払いの支出を

定めるものてあるが，「予算決議」の提案する

財政削滅を実行するため， この部分の改.iFが

「財政調整法案」に盛り込まれたわけてある，

具体的な財政削減の方法として，共杓兌請

員を中心に，現行制度の骨格は維持しつつ，

不足払いの日標価格の引き下げ，不足払咽

象面梢の縮小等により対応する案が検討され

てし、たが， 95年8月411, ロバーツ咲晨羹

委貝長（共， カンザス州）はバーレット下伐

議員 (T:要作物小委貝会長，共，ネプうスカ

州） とともに， イ湛足払いと滅反計画の廃止，

過去の政府支払実績に甚づく直接支払いヘIJ)

移行，作付けのfj由化，支払い上限の設定，

マーケティング・ローンの廃止等大幅な改革

案を盛り込んだ「Freedomto Farm Act of 

1995」(95年混業自由化法案）を議会に提出し

た。

しかし，同案を財政調整法案に盛り込むこ

とについては共和党内部からの反対もあり，

95年 9月22日，下院塁業委員会て否決されI:。

（共和党から反対に囮った 5人のうち 4人が

綿花主要生産州出身て‘，マーケティング・ロー

ンの廃止に反対していたためと伝えられてい

る。）しかしながら，共和党のリーダー連Iio 

バーツ案を強く支持したため， 10月25B鳴

事運営委員会の採決により，ロバーツ案Ii財

政調整法案に自動的にそのまま盛り込iれ，

26Aの下院本会議て可決された。

その後，両院協議会ての調整を経て，ロバー

ツ案は最終的に「財政調整法」の上F両伐合

意案に盛り込まれ， 11月30日に議会から大貨

領に送付されたが，福祉関係予算の削減麒

大きすぎる等の理由から大統領は拒否権を行

使したため，何も決まらないまま年明けを迎

えることとなった。

5. 98年農業法の成立

このような状況の中， 90年農業法は， 95年

12月末に期限切れとなり，春の作付けを荏7.,

何も決まらないまま推移すると，恒久法れり

る1938年及び1949年農業法が適用されるこし

~ 
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9なり，その場合，秤々の間辿が牛じること

:：；る（支持価格はパリティ方式により視状

吋を大きく U11lる，作付面禎は','[I]'りてとな

~11)約を受ける ~t;;) ため，今年に人り財政調

郎'$とは切り離し，独立した「混業法案」

：して策定が進められることとなった。

rn 7 flにI-.院， 2 J l 29 Flにド餃てそれぞ
屈）Q業法友が11J決された。両案とも「財政

即鵡」 L卜両院突に盛り込まれたロバー

ッ案と）1し本的に111]じものてあるが， J---. 院案に

康i:党との妥協を図るため，栄投，屎境保

合， R村地域開発フログラムが盛り込まれて

革1、,t。

農産物価格・所得支持制度

I戌反計画l
作付弾力化措置

農産物輪出政策

現行制度 新制度

{
l
L
-

,1 I , ド両院案が児なったため，,,~院協議会て‘

し 旺された後3月211:1に両院合、な案が策定さ

tl, この両院合怠案は，上院て3J J 28 E-J. 下

こ I !tt 3月29Flそれぞれnf決されて，大統領に
罪され. 4月4Fl大統領の署名を経て96年

I:, lu法（正式名称は「FederalAgriculture 
が Improvementand Reform Act of 1996 

(1996年連邦裳業改i年改策法）」として正式に

(. Iが［した。
n なお，大統領は署名に際し，「作付け時期が

っているため，やむなく署名するが，農家

且 II~イフティ・ネットとしてはイ¥1-分てある。
汲領に再選されたならば， この点を改普し

加。」とのコメントを出している。

この法律は今後7年間の米国牒業・農政を

合!Mo1づけるものてあり．財政削減を図りつつ，

莉 I ! り一恥の市場志向化を U指した大幅な政策

が ：観が盛り込まれている。

行 ｛ しかし，イ遁払い制度は廃止するものの，

~ I ~ 格支持融沢は絹続し， また輸出競争力維持
況境保全を配胞したものとなっている。そ

注な概要は次のとおり。（図 3)

l適用期間

i年 1996-2002年 (7年間）

; |門り:::'.びデ竺？門ては，視
叫迅払い制度及び滅反計画を廃止し．そ

三 -図3 米国新農集法の概要

の代わり裳家への直接支払い及び作付の自由

化を認めている。

(3)農家直接支払いの導入

①原則として，過去5年のうち 1jllj以上減反

計画（小麦飼科穀物，米，綿化）に参加し

た農地並びに上壌保全留保計画からの早期脱

退及び契約終［農地の合計を契約面積として，

屈家は政府と契約を結ぶことにより，一定の

直接支払いを 7年間受給。（政府の支払総額に

は毎年上限が設定されており年々逓滅。）

②直接支払いは，契約面積（エーカー） X 

85%XJ「両単収（プッシェル／エーカー） X支

払単価（ドル／エーカー）て算出。

契約面柏： （碁準面積（小麦，飼料穀物一過

去5年間 (91-95年）の作付面積の平均，綿

花，米一過去3年間 (93-95年）の作付面積

の平均） +CRP契約終［面積）の85%

計画単収：当該煤地の91-95作物年度の実績

単位の平均（但し，最品と最低の年を除く）

支払単位：各年度の支払総額（法て｀固定）を

全米の契約面積x計画単収て割ったもの
（注）契約面積，計画単収，支払単価いずれ

も当該農地の過上の作付作物に対するものて｀，

96作物年度以降に作付けされた作物は支払の

ヽ



積烈には無I~係。

③裳業経営者 1人‘りたりの支払い上限は 4Jj 

ドル／年間と90年震業法の 5万ドル1年間から
引き下げ。

(4)1乍付けの自由化

90年農業法ては枯準面積の25%以1-.指定さ

れた作物以外のものを作付けると，イ湘足払い

の受給沢格はなくなったが，新裳業法ては，

契約面梢の100%には原則として野菜，果物を'

除けば何を作付しても，政府支払いの受給が

llf能となった。

これにより，展家は rlj場動向に応じた

100%自由な作付と政府支払いの受給の両}j

がlnl時に可能になった。

（暉格支持融資の継続

視行制度を維持する。ただし，融査単価は

95年水準を日限とする。

(6)輸出奨励計画(EEP)及び酪農品輸出計画

(DEIP)の継続

視行制度を維持するが，毎年の支出上限を

設定。 EEPは96年， 97年は投物価格が高水準

に推移しているため， UR屈業合慈枠から人-

きく引き下げているが， 98年以降は同枠—杯

に支出上限を設定している。 DEIPはUR塁業

合意枠を上限に設定。

⑦マーケティング・ローンの継続

(8)土壌保全留保計画 (CAP)の継続

参加面禎の上限を3,640ガエーカー（現在の

参加面梢と同等）に設定。

なお，一定の条件を満たした展地があれば

10年間の契約中途ての生産復帰が可能となっ

た（早期脱退条項）。 97年に早期脱退資格のあ

る展地は約2,200万エーカーてあるが，大部分

は限界地てあり，生産性が低いため，生産に

復帰するよりも， CRPに対する政府支払を受

給するほうが得との考えから生産に復帰する

面積はそれはど多くないとみられている。

(9)環境改善奨励計画の導入

複数の小規校の保全プログラムを統合した

ものてあると同時に，プログラムの予算規模

@D 

(96年度1.3億ドル， 97年9如以降2偲ドル） 0) 

、ド分を畜産衷境保全に仕向けるとしている。

この背娯には，畜J祖の盛んな）+I (アイオワ，

ノースキャロライナ，アラバマ，アーカン

ソー， ミシシッヒ守）ては畜産公}fが1問題t

なってきていることがある。

00)フードスタンプの2年間の継続
<ltl村！杓に無111・て食料と引き替え可能なクー
ポン券を支給する制度）

2年後にネ晶祉制度改革の過程の中て見直L

するとの考え

6. 新農業法の影響

作付けの自由が認められたことから，今後

の作付動向は市況に敏感に反応したものにな

ると f・想される。

実際，本年 3月に発表された全米作付応向

調在による作付f・定面梢は，市楊価格が点j厩

を続けているとうもろこし対前年度12.2%増，

小麦5.7%増となっている。一方，市楊価格が

生産伐に較べ低いため収益性の低い米，綿花

はそれぞれ対前年度4.4%減 10%滅となって

しヽる。

（注．作付意向調1E: 毎年 3月1U現在の作
付け慈向面積f測を公表したもの。この時訊
ては新塁業法は成立していなかったが，威t
の見込みが非常に高いと見なされていたため

それを織り込んだ結果となっている。）

このため，短期的には市場の硲謄を受け，

とうもろこし，小父の作付面積は拡大すると

みられることから， これら穀物の宙給の殺月

にA献するものとみられる。しかし，長期的

には世界の穀物生産の中て大きな割合を占め，

実質的に世界の殺物而給の安定に大き〈寄与

してきた米国が牛産調整を止めることから，

世界の穀物需給が不安定となる nf能性を含ん

て`いる。
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i 息名勝己 (KATSUMI SENMYO) 
紐＊慶省蒙畜改良センター

家岳改良センターては，アニマルモデルに

よる乳用牛の追伝的能力評価を実施し， その

評価成紐の発よを行っておりますが，今阿か

ら評価}j法の部変更を行いました。主な変

更点は以ドの通りて‘す。

(1) 産次・分娩時月齢効果の前補正

産次や分娩月齢は泌乳に影饗を与えるため，

能力評価を実施する楊合， その影響を補止す

ることが必要てす。

従米は分娩時）l齢の効果については，評価

モデルの中に効果として取り込み補1Eを行っ

ていましたが，今[u]からはテ‘‘ータに事面jに前

補正係数を乗じることにより補止することと

しています。これは，最近，アメリカて産次

を考慮した分娩時月齢効果の補正方法が開発

されたことから，家畜改良センターても我が

国の牛群検定データをもとに，産次・分娩時

月齢効果の前補止係数を作成し，評価に用い

ることとしました。なお，補正係数のベース

は26か月齢としています。

(2) 管理グループの取り方

管理グループ効果とは，泌乳形質におよぼ

す環境の影響を補止するための効呆のことて，

同じ程度の棗境の影押を受けていると想定さ

れるグループ毎に区分しています。

従米，管理グループ効果はHY(牛群・年次）

効果とhy・cp(牛群・年次と父牛の供用国・

産次の交互作用）効果として補正していまし

たが，過去のテ‘‘ータから分析を重ね，より正

確な環境の補正を行うために，今回からは

HYP (牛群・年次・産次）効果に変更しまし

た。

(3) 乳成分寧の評価方法

乳成分率の評価方法は，評価モデルに当て

はめ直接的に評価値を計算する方法（直接法）

と，乳量と乳成分量の評価値から間接的に評

価値を計算する方法（間接法）があります。

畜産技術 1996年8月号



直接法による評価ては，乳姑の評価値がプラ

スて乳成分祉の評価値がマイナスの場合ても，

乳成分率についてはプラスになるなど，評価

値間に矛盾が生じることがあるため，本米は

間接法が望ましいとされています。

評価開始当初は，データ数が卜分てなかっ

たため杜接法と間接法の評価値の相関が低く，

間接法による評価精度に疑問があったことか

ら，データ数が増加するまては直接法による

評価を実施することとしていました。その後

のデータ数の増加にともない直接法と間接法

の相関も高まったため，今同からは乳屎と乳

成分量の評価値から間接的に計算することと

しました。

これ以外にも迫伝率．反復率の変更や信頼

度・信頼輻の計算の変更等を行っております。

これらの評価法の変更に伴う今回の評価ヘ

の影響は以下の通りて‘す。

(1) 評価値の継続性

前回 ('95-II)の評価値との相関は，乳址・

乳成分羅て・・o.945-o. 980, 乳成分率て

0. 904-0. 989と高く，全体的にみて大きく動

いていないことから，評価値の継続性は十分

に保たれています。

(2) 量形質の年当たり遺伝的改良量の増加

今回の評価法の変更により，羅形質の年当

表 1 泌乳形質における年当たり改良量
('96-I評価における）

発表年（全種雄牛） 検定牛

1981-90 

乳量(kg) 100.4(92.6) 
乳脂量(kg) 5.0( 4.1) 
無脂固形分量(kg) 8.9( 8.0) 
乳蛋白質量(kg) 3.4( 2.8) 
乳脂率(%) 0.013(0.010) 
無脂固形分率(%) 0.002(0.000) 
乳蛋白質率(%) 0.002(0.000) 

（注）改良量は各年平均値の一次回帰係数。
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1984-93 

(1985-93) 

79.6 

4.1 

7.0 

(2. 7) 

0.013 

0.002 

(0.001) 

たりの迫伝的改良梨が大きくなりました。（外

えば，乳足について過去10年の一次圃帰係致

を見てみると，種雄牛評価における発表牛＇

全種雄牛，検定牛において前［川 ('95-II) Iふ

それぞれ47.5kg,53.0kg, 35.9kgてあったも

のが，今同 ('96-I)は100.4kg,92.6kg,79.6 

kgと2倍近くになっています（表 1)。これら

の係数は，過去10年における年当たり改良位

をあらわしており， その値が大きくなるとい

うことは，若い牛の評価値が従米より術（て

るようになったことを意味しています。

(3) 管理グループ効果の改善量の減少

今回の評価から管理グループの効果を

HYP (牛群・年次・産次） として補正してい

ますが， この効果の年当たり改普位は迫伝的

改良量とは逆に小さくなりました。例えば1

乳鼠について過去10年の一次回帰係数を見て

みると，前回 ('95-II)は101.0kgてあったb

のが，今回 ('96-I) は44.4kgと半分近（に

なっています（表 2)。これらの係数は，飼養

管理も含めた年当たりの環境の影響の改善乱

を示しています。ここて，乳飛について年当

たりの追伝的改良址と環境の影響の改普蘭の

和を兄てみますと，前回 ('95-II)は発表牛I

全種雄牛，検定牛において，それぞれ148.5kg,

154. 0kg, 136. 9kgてしたが，今回 ('96-I)は

('95-11評価における）

発表牛（全種雄牛） 検定牛

1980-89 

乳量(kg) 47 .5( 53.0) 
乳脂量(kg) 3.0 (3.0) 
無脂固形分量(kg) 4.5 (4.9) 
乳蛋白質量(kg) 2.2 (2.2) 
乳脂率(%) 0.015(0.010) 
無脂固形分率(%) 0.007(0.007) 
乳蛋白質率(%) 0.005(0.002) 

（注）改良量は各年平均値の一次回帰係数。

I 983-92 

(1985-92) 

35.9 

2. 7 
3.4 

(2. I) 

0.016 

0.012 

(0.008) 
―- -



Jl管涅ク‘ルーブ効果の年当たり改善量

(!6-1評価における）-- 1986-1995 

(1987-1995) 

it (絡） 44.4 

'屑量 (kg) 2.0 

酋固形分量 (kg) 4.2 

蛋白質量 (kg) (2. 0) 

主）I. 改善量は各年平均値の一次回帰係数。

2. 管理グループ効果は牛群・年次・産次

(HYP)の効果。

農！評価頭数とETAの平均土標準偏差

('96-I評価における）

種雄牛評価 雌牛評価

発表牛 現検定牛

頭数 ETA 頭数 ETA 

lt乳量（遠） 1600 53士338 392312 121士20

"旨量 {kg) 1600 2士14 392312 5士8

舅詣固形分量(kg) 1530 5士28 392069 II士17

乳蛋白賃量 {kg} 1335 4±9 391399 4士6

証率（％） 1600 0.00土0.10 302312 0.00士0.08

舅藍固形分率（％） 1530 -0.01士008 302069 0. 00士0,05

乳蛋白質率（％） 1335 0.00士0.05 391399 0.00士0.04

肛塁決定得点 1225 -0.06土0.25

乳用牛の特質 -0.04土0.26

糾責 -0.14土0.37

乳け 0 00土0.20

144.8kg, 137. 0kg, 124. 0kgと大きくは変わっ

ていません。つまり，今fiilの評価法の変更に

より全体的な能力の伸びに対して迫伝の伸び

〇比率が高まったことになります。 一方， こ

嗚力の伸びに対する追伝と環境の比率につ

、て海外にHを転じて見ますとアメリカ，オ

うンダにおいてはぱ同様な値となっています。

廿本の乳牛改良システムは，甚本的にこれら

淵と大きな違いはないことから，今[nJの評

鮨果から推定される追伝的改良拭は実態に

近いと考えられます。

4乳成分率

該分率の評価値を間接Jt算することによ

り，評価値の分散が従来より小さくなりまし

I:。例えば，表3において乳脂率の評価値の

闘偏差を兄てみると，種雄牛評価における

('95-11評価における）

＇ 

乳量 (kg)

乳脂量 (kg)

無脂固形分量 (kg)

乳蛋白質量 (kg)

1985-1994 

(1987-1994) 

101 .0 

4.0 

8.8 

(2. 7) 

（注） I. 改善量は各年平均値の一次回帰係数。

2. 管理グループ効果は牛群・年次

(HY)の効果。

('95-11評価における）

種雄牛評価 雌牛評価

発表牛 現検定牛

頭数 ETA 頭数 ETA 

泌乳乳量 (kg} 1458 -27土277 391860 47士202

乳脂量 (kg) 1458 O:!: 12 391866 4士8

無脂固形分量(kg) 1389 -2土23 391508 5土6

乳蛋白質量 (kg) 1196 2土8 390760 4土6

乳脂率（％） 1458 0 02士0.14 391866 0.03士0.13 

無脂固形分量（％） 1389 0.01士010 391508 0.03士0.09

乳蛋白質率（％） 1196 0.02士0.07 390760 0.02±0.06 

体型決定得点 1087 -0.08土0.24

乳用牛の特質 -0.06士0.25

体積 -0.17土0.36

乳岩 -0.02土0.20

発表牛，雌牛評価における現検定牛において

前[111('95-II)は，それぞれ0.14,0.13てあっ

たものが，今回 ('96 I)は0.10,0.08と小さ

くなっています。ということは，個1本による

差が全体的に従来より小さくなったことを慈

味しています。SNF率が乳蛋臼質率について

も同様のことが言えます。

次に，今l11J発よした平成8年春の種雄牛，

雌牛評価成績についてこ‘‘紹介します。評価成

紐が発表された頭数は種雄牛が1,600頭，雌牛

が392,312頭となっています。このうち，現在

供用可能てある種雄牛161頭の成績と牛群検

定参加牛（雌牛）のうち経済効呆上位100頭の

成績（無登録牛，自家検定牛， 3回搾乳牛及

び平成 7年 8月以降初産分娩した牛は除く）

を所有者の了解を得て別紙リストの通り掲載

面産技術 1996年81--1サ



いたしました。供月J11J能な種雄牛161頭のう

ち，今[111新たに供用される秤雄牛 (02後検牛，

03後検牛）は56頭てした（略号の前にN叫号を

付記）。これら新規牛は，経済効呆順の日立に

多くランクされており，特に経済効果上位20

頭には実に11頭含まれています。評価法の変

更による評価への影響のところて説明した通

り，年‘片たり改良闊が大きくなり若い牛の成

絨が高く出るようになったためて｀す。これら

新規牛の今後の活躍が期待されます。

表 4には，経済効呆及び乳祉のETAの度数

分布をホしました。種雄牛，雌牛ともに上位

牛の仲びが顕著て‘，例えば経済効果において

は，前1111の種雄牛のトップが6万円代てあっ

たものが今[111は8万円代がトップ，乳祉の

ETAにおいては， fjij[ujの種雄牛のトップが＋

表4 経済効果および乳量のETAの分布
経済効果（千円）

種雄牛 雌牛
以上～未満発表牛（供用牛） 現検定牛

種雄牛 雌牛
以上～未満発表牛（供用牛） 現検定牛
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700kg代てあったものが今ru,は十900kg飢
なっております。

また，今[Illょり種雄牛について，これら討

価値をもとに計籾された泌乳能力と1本型を柵
味した総合指数 (NTP)が（ネ1)Fl本ホルスタイ

ン登録協会より発表されるようになり，評偵

値の多面的な利用が可能となるようになりi

した。

これら，評価成紐のさらに詳しい分析1ふ

「家畜改良センター乳用牛評価報告」として

取りまとめお知らせすることとしています。

また，今回の評価方法の変更にいたった経過

および甚礎分析の詳細につきましては，本誌

1996年 2月号および「乳用牛評価値の変動：

関する検討 (1996年 3月刊行）」の報告芥に取

りまとめましたのてご参照ください。

乳量(kg)

+1200 ~ 
+ 1100 ~ + 1200 
+1000 ~ +1100 
+900 ~ +1000 
+800 ~ +900 
+700 ~ +800 
+600 ~ +700 
+500 ~ +600 
+400 ~ +500 
+300 ~ +400 
+200 ~ +300 
+100 ~ +200 
0 ~ +100 
-100 ~ 0 
-200 ~ -100 
-300 ~ -200 
400 ~ -300 
-500 ~ -400 
600 ~ -500 
-700 ~ -600 

-700 
ム叶R P 

1 (1)  
3 (3)  
23 (16) 
52 (37) 
84 (38) 
104 (24) 
143 (21) 
171 (15) 
164 (5)  
151 (1)  

138 
165 

139 

105 

74 

47 

28 

8 

1600 (l_§_□ 

15 

11 

19 

47 

176 

698 

2450 

8270 

21527 

42780 

63451 

73752 

70112 

53318 

32056 
15526 
5742 

1786 

433 

117 

39贔
（注）種雄牛：データが採用された雌牛（検定牛）の父牛。
発表牛：種雄牛のうち発表基準(5牛群に15頭以上の娘牛を有する）を満たす種雄牛。
供用牛：平成8年2月現在，供用可能な種雄牛。

⑩ 如産技術 1996年8月サ
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ピ
ンキ
ーヘ
・.
!,

(a
ツ
?7
リー
スJ
-t・
オイ
ーナ
イー

）
 19
91
 
t
 74
,5
11
 
57
 
t!
Ol
l 
+2
7 
-0
.1
3 
t
 83
 
-0
.0
5 

93
 
51
35
19
9 
17
.1
1.
 
マリ
ルイ
ン/
¥ー
ンサ
ー

（ク
さけ
7
トン
イン
}¥
ンサ
ー

）
 19
88
 
t
 74
,4
82
 
60
 
t
 70
5 
+4
0 
+0
. 
15
 
+
 67
 
+0
.0
7 

94
 
53
52
90
1 
マッ
クス
マキ
ノ
L
メイ
ア

(7
1
イ
Yー
ク
ペ
ル
メ
イ
Yー
イー
tイー

）
 )9
90
 
+
 74
,4
73
 
57
 
I
 92
2 
+2
9 
-0
.0
7 
t
 82
 
+0
.0
2 

95
 
58
68
17
4 

:t
J~

 ア
リ

7
0
-
~
1
ト
リ
7
ー
し
イ
ー
テ
イ
ー

（ス
トリ
クう
ーシ
ョサ
し・
ーイ
イー
7
イー

）
 19
92
 
t
 74
,0
91
 
52
 
+
 75
9 
+4
1 
+0
.1
4 
+
 62
 
-0
.0
4 

96
 
52
04
46
4 
ダ
ン
テ
勺
ア
ル
シ
ャ
ン
ス
キ
1ミ

(7
ーA
,:
,Y
ン
ス
キ
ー
"
"

)
 19
89
 
t
 73
,8
54
 
64
 
+
 84
5 
+3
3 
+0
.0
1 
+
 75
 
+0
.0
2 

97
 
27
75
05
8 
ィー
スト
うン
ト・
スタ
ウイト
II
・
ス示
・イ

(D
イ7
・見
,.
スタ
ーう
イト

）
 19
78
 
+
 73
,7
17
 
74
 
+
 76
7 
+3
9 
10
.1
1 
+
 65
 
-0
.0
1 

98
 
44
75
47
3 
i?
・J
-
70
ー
レ
ッ
ト
ア
ぅ
イ
ト
・
ィ
・アイ

(7
・.
,..,
ン,・
見
,
.
 リスト
7た

）
 19
85
 
I
 73
,6
23
 
69
 

• 
88
7 
+3
2 
0
.
0
3
 

• 
75
 
0.
02
 

99
 
53
68
33
4 
へ.,
,
x
7
 
7•

,, 
バ
イ
,
,

(ウ
t
ク
が
イ
チ
ー
フ
マ
ー
ク

）
 19
90
 
令
73
,4
35
63
 

會
68
7

'
4
2
•
。
.
1
8

• 
61
 
+0
.0
2 

,
o
o
•
5
9
1
1
"
ヽ
0
>
"
'
>
T
・
真
マ
<
T
見
スパ

(
T
'
1
'
ク
，．
ュ・
クワ
',
.
 .,
 

7
・

マ
イ
ワ
•

)
 ,.s
o 

• 
73
,4
29
 
45
 

• 
78
3 

•
3
6

令
0

.
0
7
+
 7
0

•0
.0

3
 

i、
IIヽ
如..
...
..
,
 
.
 ,.,,.. 
凸
,.
..
 ,
 .
 •

 ヽ'
"
.
 
,, 
'
 ・I
 
>, 
'
 
o
,
 
'
,
-
,
,
 
.'
..
、L.
,
'、
.
'
,
・'
"ヽ
,,,
,.,.
,.
 
,
 
ペ
.
o
、
-

•• 
....
 
.
 

順
位
登
録
書
号

名
号

父
牛
名
号

）
生
年

事 両 澪 苓 I 1
9
9
6
~
8
 

1 ' I  o;,; ,  

乳
蛋
白
賣

{k
g)
 
m
 

+3
4 
+0
.0
4
北
向
邁
音
史
町
三
柑
正
一

+2
6 
-0
.0
8
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
新
冠
牧
場

+2
3 
+0
.0
1
北
海
逍
帯
広
市
十
勝
う
イ
7'
スト
ック
?f
-
シ・
メ
ン
ト

+3
2 
0.
00
北
海
心
音
更
町
三
樹
正
一

+2
2 
-o
. 
13
北
海
心
清
水
町
西
倉
敏
昭

+2
8 
+0
.0
4
北
海
辺
帯
広
巾
吉
JI,
要

+2
8 
-0
.0
3
北
海
辺
長
沼
町
向
弘
行

+2
8 
-0
.0
3
北
海
辺
音
史
町
・樹
正
一

+2
8 
+0
.0
3
愛
知
県
半
田
市
山
田
裕
d]

+2
6 
-0
.0
1
北
曲
逍
黒
松
内
町
佐
ク
木
一
普
則

+2
7 
+0
.0
6
兵
摩
県
洲
本
巾
横
山
文
男

+3
0 
-0
.0
1
北
向
邁
羽
幌
町
女
井
靖
孝

+2
9 
+0
.1
0
北
海
逍
網
よ
巾
岩
本
久
男

+2
6 
0.
01
北
海
週
長
沼
IHT
向
弘
行

+2
7 
-0
.0
3
北
海
道
;11
子
府
町
龍
田
弥
人
郎

+2
1 
-0
.0
5
北
海
逍
陳
別
町
畠
野
健
一

+2
9 
t0
.0
7
北
海
』
紋
別
市
永
昨
勝
利

+2
9 
+0
.0
3
北
向
道
中
札
内
村
堀
江
敏
男

+2
6 
0.
02
北
向
心
紋
別
巾
水
昨
勝
利

+2
1 
-o
_.
04
北
油
辺
北
村
堤
哲
雄

・+
25
 
-0
.1
2
北
洵
辺
早
来
町
店
樫
―優
J¥
郎

+2
6 
-0
.0
1
北
油
辺
ニ
セ
コ
町
品
矯
和
中

+2
5 
-0
.0
1
北
油
辺
訓
チ
府
町
龍
田
弥
太
郎

+2
8 
0.
00
北
面
逍
;11
f-
府
IHT
龍
田
弥
太
郎

+3
0 
-0
.0
5
北
油
迅
帯
/1,
.rt
,
辻
止
浩

+2
5 
+0
.0
1
北
海
辺
今
金
町
山
本
請
彦

+2
4 
0.
00
卯
本
県
.k.
i
皐
町
乳
牛
受
＂
卵
移
植
推
進
協
ほ
会

+1
7 
-0
.1
4
熊
本
県
竜
北
町
早
川
中

+2
5 
0.
00
北
海
逍
訓
r府
町
龍
田
弥
人
郎

+2
5 
+0
.0
1
北
海
逍
内
興
部
村
合
田
康
ポ

+2
3 
-0
.0
8
北
向
心
別
海
町
佐
々
木
畜
直

+2
7 
0.
00
北
曲
道
富
良
野
rli

—好
亨
行

+2
5 
+0
.0
3
北
向
,a
A
狩
村
塙
靖
,;
]

+2
4 
-0
.0
3
北
向
道
真
狩
村
ほ
靖
uJ

+3
0 
+0
.0
4
店
知
県
伊
野
町
中
品
俊
―-

+2
6 
+0
.0
1
北
曲
迅
長
沼
IHT
/nl
弘
行

+2
6 
+0
.0
5
熊
本
県
旭
L
村
田
中
“
男

+2
7 
-0
.0
1
北
海
道
稚
内
,
,
,
,'f
; 本
4'
男

+3
0 
+0
.0
2
北
海
心
泊
里
町
柏
m
ぷ
久

+3
0_
 -0
.0
3
北
油
』
帯
/1,
;rf
i
占
川
安

+2
3 
-0
.0
1
兵
止
県
洲
本
rli
横
山
女
男

+2
6 

-0
.0

6
北
曲
心
富
良
野

,1
1
藤
井
裕

—

+2
7 
+0
.0
6
北
海
il1
/.t
穿
町
鈴
木
近

+2
9 
0.
00
北
向
心
人
樹
町
佐
紬
/;J
行

+2
4 
+0
.0
1
北
海
贔
ニ
セ
コ
町
高
渇
Tヽ

+2
5 
-0
.0
2
北
海
』
庇
辺
員
［
中
野
繁

ti 
I
・0
.1
5
北
淘
心
別
編
町
仔
噂
．
む

+2
6 
-0
.0
2
北
囀
贔
行
更
町

一
樹
』
1

t2
4 
10
.0
3
比
直
,,
n
l
t
H
 
.
W
 
t'
J/
;1
1 

•
2
6
•
0
.
0
2
•
t
f
•
j
l
4
(

.I
、
l
t
O
I
(

沢
I
l
t
/
U
f
 

繋
養
地
所
打
者



第15回日中農業科学技術交流
グループ会議概要

廣川 治 (OSAMUHIROKA WA)農林水産省経済局国際協力課

l. 日中農業科学技術交流グルー

プ会議とは

ー設立の経緯と活動内容一

叶農業科学技術交流グ）レープは，昭和47

靭田中角栄総理による R中国交正常化以降

評且に，それまて各煤業研究・技術こ:'I:.に

肋れていた H中双方の交流活動を一つの枠

直みの中て全体像を明らかにした上て実施し

ていこうということて作られた双方の局長ク

うスを首席代表とし，塁畜林水分野の実務レ

ペル（課長クラス）を代表としたグループて‘

りる。

双方て合意されている活動内容は，

！共同研究

！情報・査料・書籍の交換

へ技術者の交換

i種f・種苗の交換

ぼれ，これまて，毎年その計画・実績の

梵．のための会議が開催されてきている。

［これまでの成果一雲南の米と

租華松一

網研究は， これまて'8課題について実施

！れてきており，特に「稲の故郷」雲南省て‘

杭して行ってきた耐冷性， いもち病抵抗性

t有する水稲の育種については，雲南省の水

噸の3分の 1を超えるものがこれにより

稔された水稲品種となっているというめざ

ましいものてある。

遺伝資源の交換ては，マツノザイセンチュ

ウ抵抗性を有する中国原産の松と日本のクロ

マツとの 1代雑種「和華松」が，昭和60年以

降植栽され続けているという成果を生んて｀い

る。

3. 畜産分野での成果ー梅山豚一

今となっては，成果かどうか微妙なところ

はあるものの，政府レベルて行われた「梅山

豚」と「ホルスタイン」の交換は， このグル

ープ活動の一環てある。

4 • 今回会議の話題

一日本は環境，中国は食糧自給一

15年にわたり続けてきた当該会議も，やや

停滞気味のところがあり， 日中双方とも新機

軸を打ち出そうとし，日本は環境問題につい

て，中国は食糧自給の可能性について，熱の

こもった発言を行った。

5 . 水田農業は持続可能な農業形
態である

一日本の主張とその背景一

ガット ・UR交渉の結果，今世紀中の農産物

貿易のあり方については，決められているも

のの， 21世紀初頭については， WTOの場ての

検討が予定され，既にその前哨戦が始まって

いる。これ以上の農産物（特に米）の輸入拡

畜産技術 1996年8月i;- • 



大を阻止したい農林水産省は，今， その反論

のため，「水田農業は，単に農産物を生産する

システムてはなく，環境保全機能をも有した

持続可能な俊れた農業形態てあるのてこれを

滅少させるような施策は好ましくない」 との

主張にリアリティーを持たせようとしている。

そこて‘，今回の会合ては「7千年とも推定

される長期にわたる水田農業の歴史をもつ中

国と共同て調査・研究を実施したい。（ひいて

は中国にもこの主張を理解してもらいたい。）」

との趣旨の提案がされた。

6 . 中国人は十分に自分を養える

ー中国の主張とその背景一

アメリカの経済学者レスター・ブラウンの

著作「だれが中国を養うのか」は，中国政府

首脳をいた＜剌激したらしく，木年3月に中

国農業大臣の「中国人は十分に自分を蓑える」

記者会見が行われるなど， その反論にやっき

となっている一方て‘‘積極的な増産計画にも着

手している。

今阿の会合ては，現在，「4つの 1千，すな

わち 1千億斤 (5百万トン）の穀物， 1千万

担 (50万トン）の綿花， 1千万トンの食肉，

1千万トンの水産物の増産」をスローガンと

した食糧増産計画を開始している旨の発言の

他，日本の経済協力機関てあるOECFと共同

て中国が将来穀物輸人国になるてあろうとの

予測をした農業部傘下の研究所について名指

しての批判もあった。

7. 当該グループ会議の今後

筆者の私見を述べる。天安門事件等の政治

的な大きなうねりに巻き込まれることなく，

このグループ会議が，今まて存続てきたのは，

農業科学技術に限り交流を続けてきたことに

よるものと考えられる。

R 畜産技術 1996年8月号

従って，今阿のようなやや政治的な背恥

持ったやり取りはその存続を危うくするも0

と考えられる。（本中国訪問団のl)榊国の廿 1こ巾

国は核実験を実施した。）

また， 当該グループ活動の柱の一つてある

追伝資源の交換も，資源ナショナリズムの中

て｀成果を上げにくくなってきており，従釈

おりの守価交換方式の場合て‘•も，互いがある

程度犠牲を払うような良いもの同士の交換ゃ

知的所有権に配慮しつつ先端技術と迅伝賢悦

とを交換するなど新たな取組みがなければ，

生き生きとした活動は維持て‘‘きないと考砂

れる。

〈第15l11l会議の概要〉

1. 日時

平成 8年 6月313, 4日

2. 場所

中国農業省内会議室（北京）

3. 代表団

日本側

木田技術総括審議官以下7名（第者は事

務局として参加）

中国側

甘農業部国際合作司副司長以下9名

4. 議題

〇 農業，研究情勢

〇 農業と環境に関する日中の取組み

〇 共同研究の実績 ・計画

〇 技術者交流の実籟 ・計画

0 種 f・種苗交換の実紐・計画
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• 
l . はじめに

ヤマガタLは養豚試験場て'5年 5世代にわ

たり選抜を繰り返して完成し，平成 6年 3月

に系統豚として認定されました。平成 6年9

月にヤマガタLを使った繁殖母豚 (LW)が養

豚農家に供給されました。養豚農家から， こ

山形県

系統豚 rヤマガ
タL」の利用と
新規系統造成

マガタLを利用したLWの繁殖成績，LW・D肉

豚の枝肉成績について紹介します。

2 . ヤマガタLの繁殖能力

ヤマガタLの第4世代豚の繁殖成績を表 1

に示 しました。ヤマガタLの初産次における

5週時の離乳頭数は 9頭，育成率が93.5%て‘

した。子豚体重は生時て''l.2kg,離乳時ては8.5

kgになりました。

次 に，ヤマガタLと大ヨークシャーを組合

せたLW母豚の繁殖成績 を表 2に示 しまし

罰哲雄 (TETSUOKONT A) 

蛯県養豚試験場

表 1 ヤマガタLの繁殖成績

子豚頭数

分娩時 離乳時
育成率

子豚体重

生時 離乳時

10.0頭 9.0頭 93.5% 1.2kg 8.5kg 

注 I)第 4世代、初産の成績。

2)分娩子豚数には死産を含む。

3)離乳は 5週齢。

4)育成率＝全正常産子数／全離乳頭数

表2 LW母豚の繁殖能力（組合せ検定）

子豚頭数 子豚体重

分娩時離乳時分娩時離乳時
育成率

LWI XDI 12.0頭 10.7頭 I.3kg 8.3kg 89.0% 

LWI X02 10. 7 9.7 1.3 7.8 91. 7 

LW2XDI 12.5 II .3 1.3 7.3 90.4 

LW2XD2 11.3 10.7 1.3 8.1 94.4 

注 I)分娩時には死産を含まない。

2)離乳は 4週齢。

畜産技術 1996年8月号 ~ 



た。分娩時の産子数は10.7-12 .5頭てあり，

4週時ての離乳頭数が約10頭，育成率は約

90%以上と，良好な成績てした。子豚の体遁

は生時て'1.3kg,離乳時て‘約8.0kgてした。

「ヤマガタL」の繁殖能力についてまとめる

と次のようになります。

①産子数が安定しており，連産性も良い。

②離乳頭数が多く，チ豚の育成率の高く，

哺育能力に優れている。

③泌乳性に優れ，子豚の発育が良い。

3. ヤマガタLの産肉能力

ヤマガタLの造成て，目標とした改良形質

は1日平均増体祉，背脂肪のff!.さならびにロ

ース断面積の 3項目てした。表3に，第 5ttt 
代て選抜した育成豚の産l人）成糸れを雄および雌

豚こ→とに示しました。

第5世代における育成雄豚の 1日平均増体

ロ・は783g,雌豚は714gて｀した。背脂肪の厚さ

は雄豚が1.72cm, 雌豚は1.67cm, またロース

断面積は雄豚が32.8cm', 雌豚は34.5cm'てした。

次に， LW母豚に他の系統豚 (D)を交配し

て，生産した肉豚の産肉成績を表4に示しま

した。 1日平均増体量は全組合せの雄豚，雌

豚とも800g以上て，飼料要求率は大部分の組

合せて'3.10前後てあり，発育性が優れていま

す。

枝肉の形状は背脂肪原（カタ，セ， コシ部

位の平均）ては，組合せによってやや原い傾

向てした。背腰長 (II) はどの組合せてもや

や短い傾向てあり，ロース断面積は約20cm'を

越えるのが多く，やや太いと思います。

4. 養豚農家におけるヤマガタL

平成 6年9月から，養豚農家にヤマガタL

にWを交配して生産したLW母豚を供給しま

した。また，供給されたLW母豚にDを交配し

⑩ 畜産技術 1996年8月号

表 3 第 5世代豚の産肉成績

雄豚 雌隊
1日平均増体重I)

背脂肪の厚さ 2)
(g) 783 
- --

714 
(cm) 1.72 1.67 

ロース断面積2) (an') 32. 8 34.5 

注 I) 30~90kg。 2)第13~14胸椎部。 一

表4 ヤマガタLを利用した肉豚の産肉成績（組合せ桟定）

性
1051gf'直 1日平均嗣料背厖訪厚 ロース

日齢 増体重蔓求率（平均）
青I長II ハム
厨面覆

LWI XDI •• 
去 156日 895g 3.13 3,04an 69.2llll 23.611'29.)% 

156 829 3.15 2.88 70.6 24.7 孤3
. ---・-.... ・・・・・・-・・・・・・・・・・・・---------.... 

LWI X02 
去 154 965 3.17 3.10 69.1 22.9 29.1 

雌 161 913 3.10 3.18 69.5 2ヽ4 29.8 
..............  今● ..................  ·••·······" ..................  . 

LW2XDI 
去 158 943 

雌 172 863 

3.23 3.02 69.0 19.6 2'J.J 

3.13 2.68 70.5 23.5 団8........................ ・・・・・・. ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
LW2X02 

去 149 944 

雌 162 891 

3.40 3.54 69. I 19.5 18.! 

3.11 3.35 70.6 23.、19.3

表 5 養駆農家における系統豚の繁慧成績および枝閃叫柑

繁殖成績 枝肉の格イナ

嫌子＂＂＇乳子厩徴育成率枝肉重量上物率中物幸並物幸

10.5頭 9.6頭 95.1% 74.0kg 74.2% 22.6% 3.2% 

て生産した肉豚 (LW・D)は平成7年9月（：

出荷されました。

ヤマガタLから生産したLW母豚を導入し

た養豚農家から，「胴伸びがある」「千豚が良

＜揃っている」「チ育てがうまい」などと，お

おむね良い評価が得られています。

LW母豚の繁殖成績， LW母豚から生産され

た肉豚の枝肉成績を表5に示しました。繁植

性て', 1腹当たりの分娩頭数が10.2頭，雛乳

頭数が9.6頭，育成率は95.1%てした。調査し

たLW母豚はいずれも初産てあることから，

分娩並びに離乳した子豚頭数は，初産にして

は多いと思います。

肥育成績ては，平均枝肉重旦が74.0kg, 枝

肉の上物率は74.2% と高く，枝,~1 の品質の良
さが際立っています。また，背脂肪の厚さし

適度に付着しており，枝肉の形状は良く揃っ



くいる/:.,高い評価を得ています。

このように，「ヤマガタL」から生産したLW

渡植母豚， LW・Dの肉豚とも，繁殖性およ

鷹育性ともかなり高い評価を得ています。

本県ては系統豚を利用すると，飼料効>rを
姉して飼料伐が現状より肉豚 1頭喝たりて‘‘

り500円低滅すると推定されます。また，枝肉

祉物率は現状より約20%向上して，枝肉販

腹格は 1頭喝たりて約800円高くなると見

込まれます。このように， 肉豚 1頭当たりて‘‘

は約1,3001リの収益の向上が期待されます。

ふ新規系統造成事業の取り組み

系統豚は閉鎮された維持群て‘‘交配を屯ねる

tめ，維持集団内の血緑が高まり，系統豚の

観は難しくなることが予想されます。そこ

ぐ，今後も安定した優良豚の供給を目的とし

て平成7年度から，新規にランドレース種の

織造成れ業を開始しました。

I)基礎集団

系統造成事業の索材豚として，ヤマガタL

を始め他県の系統豚を，雄10頭，雌45頭， ま

浦入精液5頭分導人しました。

(2) 改良目標

綱取り組む系統造成の改良目標は 1日平

帽体重，ロース断面積ならびに背脂肪の厚

さの3項Hてす。特に，背脂肪の厚さについ

て「ヤマガタL」よりも薄くするよう改良を進

秘ことを考えています。

u、＇，ランドレース種は繁殖用として利用
することから，産子数が多く，乳器および牛

植器の形状が良く，肢蹄の強い系統豚を造成

する方針て‘す。

~. おわりに

平成7年度から開始した新規系統造成事業

:t基礎豚の分娩が平成 8年2月から始まりま

表 6 新規系統造成事業の改良目標

1日平均増体重＂ 背脂肪の厚さ 2) ロース断面積2)

雄豚 790 g I . 60cm 33. Oan' 

雌豚 730 I . 50 35. 0 

注 I)30~90kg。 2)第13~14胸椎部。

した。平成 8年5月末現在， 34腹の分娩があ

り， 328頭の f豚が出産されました。秋に，第

1枇代の碁礎豚として選抜，交配する予定て‘

す。以下第 7祉代まて先に掲げた改良目標に

沿って，選抜，交配を紐り返して系統豚を造

成していきます。

新規の系統豚は県内産豚肉の高品質化と銘

柄化に一陪役立つことを期待します。

畜産技術 1996年 8月号 . 
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組換え体利用飼料の
安全性評価指針

中村 行伸(YUKINOBUNAKAMURA)農林水産省畜産局流通飼料晨

l. はじめに

近年，バイオテクノロジーの発展により，

追伝 r-組換え技術を利用した動 ・植物，微生
物の品種改良，形質転換等が研究され，実用

化段階に入っている。特に，欧米諸国におい

ては，組換え牒作物が実用化されるに至って

おり，今後，飼料原料として我が国に輸人さ

れることも見込まれている。

このような状況のなか，組換え混作物筈迫

伝＋組換え技術を利用した飼料の安全性を確

保するために，昨年から，殷業査材審議会飼

料部全糾換え体検討委員会において検討が行

われ，農業査材審議会飼料部会における審議

ののち，答巾を得て，今年 4月に糾換え体利

用飼料の安全性評価指針（牒林水産中；務次官

依命通逹）が制定されたところてある。

本指針は， OECDの勧告，報告芥の考え方，

国内外の指針節を踏まえ検討が行われ，制定

にあたっては， WTO協定に桔づく，国際通報

を実施し，加盟各国の了解を得ている。

これからは，本指針に甚づき，組換え体利

用飼料の安全性の確認がなされることにより，

その安全性が担1呆されていくこととなる。

2. 指針の概要

本指針は，約60項目により，評価を行うこ

ととしており，必要に応じて，苺性試験等の

動物試験を実施することとしている。

(1) 適用範囲

組換え体の宿主が飼料として利用されてい

る種＋植物に限るものとされている。

(2) 安全性評価のボイント

既存のものと組換え体について，有害物質

の産生性等の項目を中心に比較するとともに，

新たに獲得した性質等の項目について評価を

行い，組換え体が既存のものと同等の安全性

を有するか否かについて評価する。

(3) 主な評価項目の概要

①有‘ぷ物質の産牛性

宿tと比較した場合の組換え体における有
害物質の発生贔の増滅について評価を行う。

また，宿tが産生しない有害物質の産生の
布無及び産生屈についての評価も行う。

②生理学的性質

宿主及び糾換え体についての主な牛理学的

性質（寄生性笠）を比較し，安全性に影響を

与えるか否かについての評価を行う。

③新たに獲得した性質

迫伝子組換えを行ったことに伴い，獲得し

た性質が安全性に影響を与えるか否かについ

ての評価を行う。

3. 飼料として利用される組換え農作物につ

いて

迫伝十組換え農作物て‘，現在，我が国に肩

入されることが見込まれているものとして，

とうもろこし， なたね，大豆等が考えられる。

これらの牒作物は，除印剤や害虫に抵抗性を

示す除苧剤耐性，耐虫性などの性質を有して

おり，除平剤守の漿薬の使用回数等の滅少，

高収祉が得られるなど生産コストの低滅等を

図ることが期待されている。今後，高タンバ

ク質含有等品質面における性質を有した糾換

え農産物など多種多様な組換え農産物の利用

が想定されることから，本指針に基づき安全

性が確認されることが， これら紐換え農作物

の飼料としての円滑な利用につながるものと

考えられる。

生産物が既存のものと 生産物が既同等とみなしうる。 存のものと

組替え体そのものを 同等とみな
しえない。

含まない 含む

種子動物 X 

゜
X 

微生物 X X X 

その他 X X X 

注： Oは指針の適用、 Xは指針を適用しない範囲で
ある。
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!995年の i炭生産Ii:[における

ムーズがl:1訟は， ロシア， オー

入｝うリアて滅少するものの，米

財米， EUての削産により，前

年から 1%増加の1,160fjトンて‘

96年の11:,rr: 11l: は， !iii年比約
!%増の1180)jトンと兄込まれる

•I, その堺加の半分以,-.はアメリ

;,：起1村している。

妍・におけるu加1の4ぅ発動向
t;,.1., と，アメリカては，バター

向けbllL原料乳との競合が兄込ま

れるものの,1iii年比3q..o増の320ガ

トンとなる兄込み。このチース‘‘・，訪

災妍人・を反映して，牛乳も供給斯

),~. 凋にある

プラジルては， tとして．ファー
ストフード産菜の訴要の増大によ

り, 95年は 9~o も伸びたが，原料

乳価格の日/.もあり, 96年は前年

比4°/o程Ji斯の37.5ガトンになる

兄込み

フランスては．国内布要と輸,•f~

主要国におけるチーズ生産量

一
主要国におけるチーズの生産量

址の堺加が生産に剌激を与え.,iii 

年比 1%!t1の158ガトンとなる兄

込み

イタリアては，チーズ価格の1-.

ケI-に伴い，増産傾向にあり．前年

比 10-b堺の93ガトンとなる兄込み。

ドイツては．国内消費の伸びが

妍産につながり， 90万トンになる

兄込み。

ロシアては，高品質の牛乳の供

給減により．前年比7%滅の20万

トンとなる見込み。

（単位： 1000トン）

1992 1993 1994 1995(暫定） 1996(予測）
9ナダ
｝キシコ

9ーストリア
ペルギー／ルクセンプルグ
デンマーク
7ィンうンド
乃ンス
Fイツ
利シア

？イルラント'
イタリア
オうンダ
点ルトガル
スペイン

”ェーデン
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It 

ド
ア
ン
リ
ラ
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ラ
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ト

カ

ト

ジ

ア

ブ

リ

廿

ス

ー

こ

ジ

7

本
ア
ー
ュ
ア

T
`
P
、
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ン
オ
・
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1991 

262 
395 
2,747 
3、404
290 
290 
84 
664 

83 
45 
285 
72 
1,500 
777 
210 
73 
885 
610 
57 
152 
107 
303 
5,159 

142 
142 

Ill 
97 
208 

394 
162 
556 

293 
293 

27 
27 

178 
125 
303 

262 
390 
2,943 
3,595 

310 
296 
70 
676 

84 
51 
290 
76 
1,489 
783 
200 
95 
890 
634 
65 
154 
117 
324 
5,252 

141 
141 

IOI 
95 
196 

299 
113 
412 

290 
290 

30 
30 

197 
142 
339 

- - 10,756 10,931 
淑： FAS• World Agricultural Production• 1996.1 
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410 
3,053 
3,745 

385 
330 
74 
789 

84 
56 
286 
80 
1,541 
855 
202 
92 
913 
648 
69 
160 
133 
326 
5,445 

137 
137 

129 
91 
220 

285 
100 
385 

305 
305 

30 
30 

234 
192 
426 

11,482 

282 
400 
3,125 
3,807 

400 
360 
76 
836 

77 
57 
311 
84 
1,565 
890 
200 
83 
922 
680 
72 
160 
130 
340 
5、571
137 
137 

123 
90 
213 

215 
90 
305 

310 
310 

30 
30 

216 
200 
416 

11,625 

285 
405 
3,245 
3,935 

410 
375 
76 
861 

75 
58 
310 
81 
1,580 
900 
200 
88 
930 
700 
75 
155 
134 
330 
5,616 

138 
138 

120 
92 
212 

200 
85 
285 

312 
312 

30 
30 

225 
215 
440 

11,829 

畜産技術 1996年 8f砂 R 



1 • 食鳥出荷羽数

平成 7年の企島,'I',{;r羽数は 7

低59Qfj材て・.,iii年に比べ 2%滅

少し. _iii机は181Jj3000tて前年

並みとなった。このうち，プロ

イラーが90% と人:'f を占め， Ti~

記が9%となっている。

①プロイラーについては， II輩r
;J;J'fl.1よ6憶650}j羽と 1iii年に比

べ 2%減少し.if[址は161JilOOO 

tて'iiり年ヽlEみとなった。 ーオ;J'りた

り生体爪札は，父の猛村のあっ

食鳥流通統計

た前年に比べ， 51g妍加し， 2689

gとなった。

②その他の f~Jfl国は， 535/j羽，

1 /j5600tでプロイラー飼森か

らの移行等により 1iii年に比べそ

れぞれ11%, 12%.trl加した。

③ fiii 1.f.Jは， 9150Jj羽， 16/j] 700 

tて，採りll珀とう汰の削加竹によ

り前年に比べそれぞれ 1%, 
2 %W//JIIした。

④ その他の氏島は， 257Ji羽，

4240tて，あいがも飼袋羽数の減

-

少により前年に比べそれぞll

3°'o, 5°/o減少した

2 • プロイラー飼養戸数及び羽徴

、1c1戎:8年2月1II現在のプロイ

ラーの飼森）i数は， 3610fi,~ 

蕊j;j数は 1W.1810 J滋て，＂

に比べそれぞれ6%, 1%泊少

した。

1 I ; Iりたり伽]fr羽数は，3)j

2800羽て， riii年に比べ1700羽

(5 %) 1¥"'1huした。

全国の食鳥出荷量 （単位：百万羽，千トン）

6年 7年（速報） 対前年（％）

羽数 重量 羽数 重量 羽数 重量

プロイラー 618.9 1,633.0 606.5 1,631.0 98 100 
その他の肉用賤 4.8 14.0 5.4 15.6 111 112 
廃鶏 90.7 158.6 91.5 161. 7 IOI 102 
その他の食鳥 2.6 4.5 2.6 4.2 97 95 
計 717. I 1,810.0 705.9 1,813.0 98 100 

プロイラー飼養動向

4年 5年 6年 7年 8年（速報） 対前年（％）

戸数（戸） 4,720 4,451 4,131 3,853 3、606 93.6 
羽数（百万羽） 137.0 135.2 127.3 119. 7 118. I 98.7 
規模（千羽／戸） 29.0 30.4 30.8 31.1 32.8 

資料：畜産統計、食鳥流通統計

R 畜産技術 1996年8)Iサ
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会員だより 一
庫県畜産技術連盟

山梨県畜産技術連盟について

紐盟は，平成 2年56名の全Hて', -~~ 務局

帥梨県畜産会におき発足いたしました。

現在，県および畜1岳関係[、tlf本等23機関， 100

砂会且て構成され，畜産技術のlr1J1: と会1.1

郎の連携強化を図る＾、和の諸if業を行なって

おります。本年度は， 第12111]束II本家畜受粘

輯植技術研究会大会が本県において開催さ

屈すのて‘，これに協力してまいります。

山梨県の畜産概況について

本県の畜産も生産者の高齢化や国際化の進

展等，我が国畜産をめぐる内外の情勢の変化

I: より，飼投戸数は滅少傾向をたどっていま

t杭一方， 21世紀に向けて飼投規校の拡大，

謡質畜産物の牛産守を進める企業的，抒業

精産経営が増加しつつあります。また，畜

産分野にはすぐれた経営感党をもつ後緞者が

多く，若々しい活動が展開されています。

その 1つに生産物の銘柄化がありますが，

闘の銘柄畜産物として，甲州牛，甲州ワイ

ンビーフ，フジザクラポーク， 甲州地どり邪

逐次定治して，好評を博しつつあります。

畜産トピックス

＄まきば公園の開

平成6年4月，県立八ヶ岳牧場内に，雄大

団然のもとて‘，動物などとのふれあいを通

して，都市住民の畜産に対する理解を深め，

日然のよさを満喫してもらうことを H的に

オープンしましたまきぱ公園は，県内外の

人々に好評て昨年は約35万人の米[~者を迎え
屋b いました。本年度も去る 4 月 20A 排I[~ し，

多数の人々が訪れており， 11月の閉1点1まてに

は，昨年を」:111Iる米l点j行がf想されています。

⑫県立八ヶ岳牧場の開放

県,1:八ヶ岳牧場犬女111分場ては， 11J:年作か

ら秋の終りまて，県内畜陥煤家の家畜を対象

に反期fti,H: 放牧1凶とを行い畜1岳混‘求の省）J化

等にA献しています。本年も去る 5月811に

間放し，県内各地より ffLtfされた約330頭 (5

月＊現在）の家畜の放牧が行われています。

なお，八ヶ岳牧場本場は本県肉J:IJ!I・-生産飯腔

の中核碁地として，黒毛禾II種400頭をJM年飼投

しており，妊娠＇「や 4・：産・育成された雄子牛

を県内の畜1)iを裳‘求に払いドげています。

③県酪農試験場の竣工式の開催

凩酪牒試験場（北巨序郡長坂町長坂上条）

は，昭和26年視在地に移転・設1』Cされました

が，施設が老朽化したため，平成 6年度から

新築［ボを始め， このほど，本館，肉用牛舎，

種実調整作業f•笠， 7 棟延べ面梢2,801面が装

いも新たに完成しました。そしてよる 6)j11 

□, 天野建知 ·t~をはじめ，県，市町村，畜

産団体芥関係名が多数出席し，竣r式が盛大
に挙行されました

④甲州ワイン・ビーフ・オーナー制度の推進

限の銘柄牛l女jてある「甲州ワインヒ‘‘ーフ」

の生産者と il'i•伐者を直接結ぶオーナー制度が

平成 7年度から実施されています。本制度は，

甲州ワインビーフの生産組合がオーナー rnり
伐者）を 1~] 3万円， 1頭につきlOrTて募集

し，オーナーに一定批 (10kg程度）の牛肉を

還元するしくみとなっています。また，生産

者とオーナーとの交流会が年 1回開催される

こととなっており，本年は 7J] 13 Elに行われ

盛会に終わりました。現在，オーナー契約者

は200名に r.つていますが，オーナーを希咽さ
れる方は，甲州ワインビ｀ーフ生産普及組合(11J 

梨県肉流通センター内 TEL.0552-62-2288) 

まて‘， お問い合わせ下さい。

（畜産技術連盟百田久光）

畜産技術 1996年8J砂 ⑮ 
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会員だより

社団法人全国牛乳普及協会

設立の経緯

昭和53年12月，酪農家乳業者と牛乳販売業

者の 三者が一体となって，牛乳の泊伐拡大を

推進し，国民の健康づくり，栄投改将にit献

するとともに，酪農乳業の安定的発展を図る

ことを目的に，牛乳普及協会が‘年初任慈団体

として発足しました。

その後，都道府県の牛乳普及協会を会員に

加え，昭和55年 3月31Aに社団法人の認、11Jを

受けました。

61年度からは， i肖野拡大の巾業を牛乳ぱか

りてなく，乳製品まて拡大しています。

会員

協会の会員は， ~t)中央酪煤会議，閻全国塁協

乳業プラント協会，作±)全国牛乳協会，全国乳

業協同組合連合会，閻日本乳製品協会，閻全

国牛乳流通改善協会，全国牛乳商業協同組合

連合会， 日本乳業協議会，畜産振興事業団と，

都道府県牛乳普及協会（沖縄県を除く 46都道

府県）の55会員てす。

業務の内容

協会の牛乳乳製品の消費拡大活動の甚礎は，

塁林水産省，畜産振興事業団の助成と酪塁乳

業関係者からの拠出から成立っています。

ガット，ウルグアイラウンド煤業合慈実施

期間終 r後の国際化の一層の進展をみこむと，
牛乳の消費拡大は緊急の課題て‘す。協会はこ

の貨面な資金を有効に活用するため，消費者

に何をどのようにアヒ°ールするか的をしぼり，

効果的な事業の展開に努めています。

⑩ 畜産技術 1996年8月刃・

アヒ°ールの内容としては，国民の健l贔志向

を踏まえ， 牛乳乳製品が力）レシウムをはじめ，

良質の蛋（］質，各種ビタミンなど食生活に欠

くことのてきない栄養を問富に含んだ，すぐ

れた機能食品てあることを知ってもらうよう

努力しています。

80年代の後・r-から視在にかけて一人一H判
たりの牛乳の消伐凩は約25%伸びており，こ

の増加を支えたのは少年期と思春期男女と20

-50オ代の成人女性が中心てあったの名 今

後もこれからの肘を井業展開の対策とするこ

ととしています。主な事業は次のとおりてす。

(1)調査活動：牛乳乳製品の消四動向に関

する甚礎調査の実施。

(2)研究活動：医学，農学等の⑭門家による

牛乳乳製品と健康に朋する調査研究と内外の

専門家による国際学術フォーラムの実施，

(3)啓発活動：生涯健康とカルシウム，牛乳

の関係に関する情報を提供するウェルネス

フォーラムやセミナーの実施。

(4)広報活動：牛乳乳製品の良さをテレビ，

新聞，雑誌等を通じて情報提供。

(5)イベント活動：牛乳乳製品の正しい知

識や利用の仕方を普及するため，料理講料会，

料理コンクー）レ，牛乳乳製品フェアの等の文

施。

(6)学校給食牛乳供給等の助成：生徒が飲

む学校給食用牛乳の供給と，保育所，老人ホー

ムなどの幼児と，岱齢者が飲む牛乳の供給への

助成。

（専務理事宮本伸賂）
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世界の畜産ギネスブック(l)
清水 衛 (MAMORU SHIMIZU)的畜産技術協会

揺げ発行されているあらゆる分野て‘‘の世

界記録を集めたギネスブックは日本て‘、もよく

知られている。 1995年版の中て畜産関連の記

散紹介し，日本と対比してみよう。

世界最大の牛の牡場

豪州のサウス・オーストラリア州にある。

詞名はアンナ・クリークといいキッドマン

一族が所有。面積は 3万畑て‘‘日本の都道府県

（北海道について大きい岩手県の面積の1.5 

面の2倍，日本全体37万畑の 8%,正方形

なら173km四方とばかてかい。

廿本の大きな牧場としては農林水産省家畜

誼センターの十勝牧場が全国て一番大きい

訊約50畑てあり，アンナ・クリーク牧場の

oOO分の 1にしかすぎない。豪州には 1-2万

硼規模の牧場がクイーンスランド州，北部準

枇ナウスオーストラリア州等の内陸部の半

輯地帯に多いが， これぐらいの大きさにな

ると，大きめな世界地図ては， 1ミリ四方の

配して乗せることが可能てある。ただし，

謹力は日本なら， 1頭の肉用繁殖牛を養う

飢：， 0.3-1ヘクタールてすむが，豪州のこ

叫うな大牧場ては牧養力は非常に小さく，

jQヘクタール位は必要てある。仮に日本の牧

養力を一頭て..1ヘクタールとすると，アンナ・

クリーク牧場を日本の牧養力て‘換算した相対

肱さは 3万畑=300万ヘクタール--;-50ヘク

タール=6万ヘクタール=600畑て十勝牧場

(SO紺）の10倍強という計算がてきる。日本

哺量の多さによる牧養力の相対的大きさに

舟々は有り難いと思うべきてある。

世界最大の養鶏場

米国オハイオ州にあるアグリジェネラルカ

ンパニー所有の採卵鶏の養鶉場がそれてある。

飼養羽数480万羽， 日産370万個の卵を生産す

る。日本の場合は静岡県の赤堀養鶉場が最大

て120万羽， 日産100万個てある。

日本の現在の採卵鶉飼養農家は 8千戸弱て‘

あり，採卵鶉の羽数は 1億 5千羽弱てあるか

ら，アグリジェネラルカンパニー社級の大規

模養鶏場が30ヶ所あれば全国の卵の生産をカ

バーてきるという仮の計算にはなる。

畜産技術 1996年 8月号 〇り



百舌鳥の遠吠え？ ヽ
我々は，何代先まての f孫のヤ：：せを考えて 化炭索i農度40%の条件下て‘森林の101音の光合

行動しているのだろうか。太肋系のnw一のオ 成をするものなど）があり，まだまだ地球I:
アシスてある宇宙船地球号は，人類の煤発的 は未発兄のイit廿微生物が数多くイf在するよう

繁栄によってその生態系の機能維持の限界に だ。極限微生物のイf在は， 1968年に U本人の

辻しつつあり，既に喘ぎ始めている。我々は，研究者によって初めて発兄され，以後各種の

母なる地球の包容力に1「え，経済の無限的成 有用微生物がU本人の手によって見いだされ

長を頑なに信じて， fI々 の翌かな牛活を＇お受 ている。いわばこの分野は IJ本が最先端を

しているが，今や方向転換が必要になってき 走っている。

た。つまり，我々の（孫に翌かな地球をどれ こうした徴牛物応用手法により，より効屯

だけ残してやれるかが問われているのてある。的に光合成がてきる微生物を見つけだし，改

地球に俊しくと願って我々が起こすべき行 良を加えることよって，火力発屯所等から排

動には，地球温暖化の防止（二酸化炭索排出 出される二酸化炭索を家畜に給与出米る飼科

:itの低滅），熱幣雨林官の緑森源の維持・増殖 用微生物体に変換させることが期待てきるよ
（砂没化防止），オゾンMの破壊防止，自然界 うになってきた。二酸化炭索を排出する火）J

へのイj',じ物質の排出防止方が栄げられ， その 発屯所等にこうした微生物の培養プラントを

取り糾みも，国家(Iり取り糾みのような大きな 設沢して，微牛物体飼料を生産することが可

ことから，こまめな消灯といった身近な小さ 能となれば，地球温暖化防止に役立つはか，

なことまて種々様々なことが考えられる。 飼料rl給率の低い我が国畜産にとって安定的

人類が常も産業活動で無から打を生み出 な飼料確保に繋がることとなる。

すのは，光令成機能を用いた股業や水）J発屯 我が国には，森源が極めて少ない。しかし，

邪極めて限られた産業分野て‘｀あり， そのほと 俊秀な人的沢源（技術力），そして二酸化炭素

んどが化石燃料＾、在の有限の森源を食いつぶす と太陽の光については枇界ても有数の恵まれ

殺業活動てある。しかも，近年ては，牒業も た？条件をHしている。
エネルギー消伐牙附祖業に転じつつあり，我が 我が[-El畜産には， H本独自の技術が少ない。

畜産も例外てはない。 いわぱ，技術移転型産業だ。今はまだ析産に

蔽近，従米の培投法ては探索網から漏れて も余力が残っている。今こそ，各界の知恵と

しまう局限微生物守の有用微生物が各地て発 沢金そして技術を結集させ，後代の f孫のヤ

見され始めている。身近な利用例ては，某洗 せのために地球環撓に配應した H本独自の雀

剤メーカーの酵索入り洗剤や迫伝{-解析に必 産技術を確立し，足腰の強い H本型畜産を＃

要な PCR等がつとに布名てある。こうした てて行く必要がある。

微牛物の中には，高濃度の二酸化炭索を効率

的に徴生物体に変えるもの（摂氏40度，二酸

● 釦t技術 1996年8))サ

（舌錐雀）



---地方だより----
五
目が目第二の人口集中都市・大

原でも畜産はがんばっています

近年，労働時間短縮の社会的動

切中で，畜産，特に酪農経営に

紅る搾乳作業は周年性，終日拘

茫が高いことから， その経営に

iiする生産意欲の低下や後継者不

；などが問題となっている。

紐地域は，府下農業生産の主

目地を形成しているが， 関西国際

視の開港に伴い，都市化が著し

払できている このお膝元の

鞍野市南中樫井で，大規模なフ

ーストール・ミルキングバー

；一方式（ヘリングポーン方式

瑾ダプル）の新搾乳システムが

釦れ，飼養管理の省略化を図

，1格農経営を改善すぺ＜府下酪

9棗への普及定渚化が図られてい

l 

（大阪府畜産会平井博文）

四
r熊本県農業研究センター畜産

眩所創立BO周年記念式典」開
僅される

9莫研究センター畜産研究所が

tこ80周年を迎え．去る 5月25日

准氾都合志町の同研究所内で．

~.. 0 B, 畜産関係者約350人が

出席し，記念式典が盛大に開催さ

れました。

式典では，魚住汎窪副知事の主

催者挨拶に続いて，緒方国幸研究

所長が80年に亘る沿革を紹介しま

した-

畜産研究所は，大正 5年 (1916

年），球磨群ー武村（現，錦町）に

県種畜育成所として用地面積200

ヘクタール，種雄馬15頭，種雄牛

8頭で業務が開始されました

その後，大正13年 (1924年）に

現在地に移転し，平成元年から農

業試験研究機関の組織統合を経て

今日に至っています。

これまでに，実用化技術組立実

証試験として，西南暖地畑作地帯

における高度集約酪農技術の確立，

受精卵移植技術の応用による優良

種雄牛の造成，優良系統豚「ヒゴ

サカエ301」の作出，系統豚のSPF

化試験等数多くの実績を挙げてお

り，畜産新技術の中核的センター

となっています。

なお，記念式典に先立ち，研究

所OB主催の畜魂祭も行われまし

た。（農業研究センター畜産研究所

峯英征）

屠

0酪農経営の安定目指し乳製品加

工に取り組む

日南市酪農農業協同組合では，

より安定した酪農経営を目指し，

8年 4月から「ジャージー牛乳」

を使用したアイスクリームとヨー

グルトの製造に取り組んでいます。

当乳製品加工施設は， 自由化が

進み，酪農経営も巌しい情努と

なってきていることから，付加価

値をつけた新商品を製造し，牛乳

の消費拡大を図るものです。

また，一方では宮崎大学の指導

の下，新しい試作製品づくりに取

り組んでいます。

製造開始から 2ヶ月たらずです

が，アイスクリームやヨーグルト

に対する消費者の評判（本物味）

は上々で，地場産品としての方向

付ができるものと期待されており

ます。

（南那珂農林振興局 矢野光紘）

ロこ~
九州農政局消費者の部屋におい

てr畜産とのふれあい・体験交

流」の特別展示

7月8日から 19日までの 2週間、

消費者の畜産及ぴ畜産物に対する

理解を深めるため、消費者の部屋

において「畜産とのふれあい・体

験交流」の特別展示を行った。

展示は、九州各県に所在する家

畜とのふれあいや各種体験ができ

る牧場、畜産農家、畜産物の製造

が見学できる工場、畜産に関係す

畜産技術 1996年 8,l~- ~ 



るイペント、行事等のパネル、ポ

スター等での紹介、各施設等のバ

ンフレットや管内のふれあい・体

験交流施設・行事等を一冊にまと

めたガイドプックの配布、ふれあ

い牧場産の牛乳、乳製品、食肉加

工品の展示のほか、ふれあい牧場

のピデオの放映を行った。

技術協会だより

〇全国畜産関係場所長会新会長選

任及び平成 8年度畜産研究功労

者表彰

〇過日 6月5日，畜産技術協会が

事務局を担当している全国畜産関

係場所会の平成 8年度通常総会が

開催され，事業報告，収支決算

（案），事業計画及び収支予算（案）

等が議せられた。さらに役員の補

選により，佐藤会長代行（宮城県

畜産試験場長）に引きつぎ，新会

長として，青木知義栃木県畜産試

験場長が選任された。

〇また，総会冒頭に平成 8年度畜

産研究功労者として， 12名（写真）

が表彰された。

⑱ 雀産技術 199n年8月サ

九州地域養豚問題検討会を開催

養豚関係の行政機関、養豚経営

者、生産者団体、処理・流通関係

者等管内の養豚関係者の参集を得

て、 7月16日に熊本市において、

九州地域養豚問題検討会を開催し

た。

この検討会は、本年 2月に中央

段階において取りまとめられた養

豚問題検討会の報告書を受けて、

九州地域において、 21世紀に向け

て養豚及び関連産業が目指すぺき

方向を検討することになっている

第 1回は、九州養豚の情勢変化

と課題について整理し、第2回(8

月下旬予定）で対応方向について

検討し、 9月末を目途に「九＂量

豚の展望（ピジョン）」を策定する

予定である。

（九州農政局畜産課松尾昌—;

受賞者（敬称略） 泉!~
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一中央だより一（社牛乳輸送施設リース協会設立30周年

則乳愉込施設リース協会は，昭和41年の設ヽ',:から30年が過ぎ， 6 J l 25 Iiに設ヽ 'f..30周年記念

,~! 会を !Jf.J催いたしました 。 ‘り協会は，，没 \f~以米，牒協，裳協辿，乳業行の •j{:業協詞糾合，此

評且となっている株式会社笠ヘミルクタンクロ ーリやクーラーステー ション^ 、『の原料乳の

付送貯蔵施設の行付・Jt業を行ってきました。i点近は，行付・Jt菜の允実に努め， 牛乳の宅付じ専JIJ

砥秤フロン対応冷）祓設備といった牛乳販必店IY:J係の施設のn付も実施しております。
今年度からは，牛乳輸送のための冷）祓機能付輸送~r- や ·J~業協詞糸ll合に対する生乳検杏機岱を

的対象施設に加えました。さらに， ,1,1協会のリース：F業を利川しやすくするために付1J111'f付

砂)Iきドげることとしております。なお， n付料については，従米から ,J,I協会の出森会員に
れては，出打輝に応じて付加11付料が軽滅される仕糾みとなっております。

今後とも，輸送施設方の格備を引き続き実施していくこととなっております。

ース1り業についてのllfl合せ先

叶乳輸送施設リ ース協会

〒106 港区麻イIi台2-2-1 (麻イIi台ビル）

TEL 03-3584-5305 

FAX 03-3583 3395 

（貸付対象者）

1 "塁協又はlriJ連合会

2~ 酪裳の振典を lI的とする民法法人

: 3] 乳業者が構成員となっている ·J~業

協f,i]組合・ Iii]辿合会、企業糾合又

は協Iii]糾合

[ 5 ]裳協.f,i]辿合会が株 l:となってい

る株式会社

[ 6 ]その他牛乳流通に関係しており特

に必要てあると認められる団体

'4 ]牛乳販必店が構成且となっている

倍j[糾合

（貸付対象施設・貸付期間）

貸付期間

20年を根度とする

15年

10年

9年

7年

6年

5年

3年

貸付機械等の種題

貯乳冷却施設・減菌貯乳施設・牛乳濃縮施設の建物
構築物（さく井エ ・汚水処理施設の水槽等）
構築物施設に係る舗装工事
貯乳冷却施設等に係る機械器具
汚水処理施設の機械器具
ミルクタンクコンテナ（海上用・鉄道用）
代替フロン対応型冷蔵設備
経営管理機器 ・自動販売機・ショーケース
ミルクタンクローリ（車台・タンク）ミルクタンクローリ（メータ）
ミルクタンクローリ（車台 ・タンク・ヘッド）オートサンプラー・
保冷車・冷蔵機能付輸送車・生乳検査機器
宅配専用車

釦荏技術 1996年8Jjサ ⑲ 



フロクラムフリーザーET-lN
●高性能と使い易さで多くのユーザーから信頼を受けたET-1
か小型，卓上型になりました。

●温度プログラムは7バターン設定可。
• ET-lN専用の植氷・ 凍結用ラック標準装備。
• ポーズ機能，その他各種機能付。

専用ラ ック

外寸 法

消 贄 電 力

電 源

重量

コンセント

一

植氷・凍結用 よこ置き・たて置き両用

ステンレススチール製

0.2Sm2ストロー管X20本

454 X 650 X 44Qmm(W •D•H) 

I .5kVA 

ACIOOV 50/60Hz 

約45kg

15A用コンセント仕様

FHI 百芸は悶歪9フ目ア震吝ぞ芸




